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したがって、私たちの調査も、手探りの状況  

から開始したといってよ■い。幸い、京都市は、日  

本でも最も早い時期に（とはいえ、せいぜい昭  

和初期の頃であるが）観光課を置いて観光施策  

を展開した街であることから、観光統計等の蓄  

積はある程度存在していた。また、京都観光を  

めぐる論考やレポートも、各方面から出されて  

おり、それを手がかりに研究を進めることがで  

きた。   

本報告書の特色は、京都の観光業を地域産業  

のひとつとしてとらえている点にある。つまり、  

京都の観光業は、京都の土地に固着した寺社仏  

閣といった歴史的遺産や歴史的景観を主たる朝  

光資源として、観光客の交通、宿泊、飲食、土  

産物需要を供給する一種の産業複合体として存  

在してきた。しかも、観光産業の売上高による  

経済波及効果を算出すると、粗付加価値額ベー  

スで市内稔生産の約3割にも達する重みをもっ  

ている市内基幹産業でもある。   

だが、土地に固着した地域産業であるが故に、  

観光客の海外シフトに合わせて、製造業のよう  

に観光施設を海外シフトすることができ．なし？と  

いう決定的な問題がある。単独のホテル資本を  

見れば、すでに世界的なリゾート地や大都市に  

進出して、日本からの旅行客の受け皿となって  

いるものももちろん存在する。しかし、京都の  

観光業界が、京都の観光資源もろとも、海外シ  

フトを行うことば不可能かつ、ばかげたことで  

ある。その意味では、京都の観光業は、経済の  

グロー′〈ル化による産業空洞化に苦渋する他の  

地域産業と同様の困難に陥っているといえる。   

しかも、京都の場合、街の中に観光資源が散  

在し、宿泊所や土産物屋などの観光産業の諸施  

設も、その周辺に立地している。いわば、街全  

体が観光客の観光消費活動の対象となっている  

といえる。これは、ディズニーランドに代表さ  

れるテーマパークのような一施設空間に囲い込  

まれた消費活動とは全く異なる意味をもつ。つ  
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京都は、自他ともに認める観光都市である。  

しかし、本年1月の年頭会見で、京都市長が今  

年を「観光振興元年」と位置づけ、年間観光客  

4，000万人の回復を宣言したことにもうかがえる  

ように、京都の観光業は、大きな曲がり角に  

立っている。   

観光客の「低迷」は、阪神大束災や0－15  

7食中毒禍といった偶発的要素にも起因してい  

るが、構造的要素によるところが大きいといえ  

る。一方では、経済のグローバル化と円高の進  

行の中で、観光客の海外シフトが急速に進んだ。  

また、他方では、国内においては、テーマパー  

クなどの大型集客産業が台東し、観光客の争奪  

戦が激化しており、寺社仏閣を中心とした歴史  
的遺産に依拠してきた京都の観光業は、苦戦を  

強いられている状況にある。   

しかも、バブル期に一気に進んだ都心部での  

土地投機と、それによる街の空間構造の変化は、  

昔ながらのノト旅館や個人商店、飲食店に替り、  

全国チェーンのホテルやコンビニエンスストア、  

ワンルームマンション、ガレージを増やすこと  

になった。つまり、京都の観光業界内部におい  

ても、構遺変化が起きつつあるし、町並みの破  

壊は京都の街の観光資源としての魅力を減価さ  

せているといえる。   

今年度のゼミナールの調査テーマは、このよ  

うな曲がり角にある京都の観光および観光業が  

かかえる問題点を明らかにした上で、今後のあ  

るべき観光振興政策の方向性を探るところにあ  

る。   

とはいえ、経済学の枠組みの中で、観光ある  

いは観光業をどのようにとらえるかについては、  

明確な定説があるわけではない。政府の統計ひ  

とつとっても、観光業をひとくくりにしたデー  

タを採取することはできないし、観光統計自体  

が未だ整備されているとは言い難い状況にある。  

国連やOECDでも、ようやく観光統計の統一  

基準を検討しはじめた段階である。  



の連携も、必ずしもうまくいっているわけでは  

ない。観光業界内部においても、業種間はもち  

ろん、宿泊業などの同一業種内部でも、共同の  

取り組みは難しい状況にある。この点は、歴史  

的都市としての観光都市づくりの方向で、行政、  

観光業界、住民が三位一体の取り組みを行って  

いる高山市と対照的である。京都市の場合、観  

光業に全面的に依存している高山市と異なり、  

西陣などの伝統産業や各種先端企業を有する製  
造業都市でもあるという性格も有しており、市  

の将来計画における観光のプライオリティにつ  

いては意見の相違があるといえる。また、業界  

内部にも、資本の規模、格付けをめぐる階層性  

が古くから存在し、京都観光の「危機」が外か  

ら指摘されたとしても、ストレートに業界内部  

がまとまる構造ではないのである。このような  

一種のスタミ状況が、京都観光の空洞化に拍  

車をかけているともいえる。   

第三に、住民生活と深く結びついた地域産業  

のひとつとして観光業をとらえるならば、観光  

振興施策も住民の生活の向上と結びついたもの  
でなければならないと強調している。たとえば  

観光客の増加を自己目的にした観光振興策は、  

観光公害や道路渋滞などの社会的費用の負担を  
住民に課することになる。いたずらに観光客の  

数を増やせばいいというものではなく、観光客  

と住民が共存できる生活空間としての観光都市  
づくりが必要であるという主張である。   

もとより、本書は京都の観光業を全面的に分  

析したものではなく、そのうちの一部に光を当  

てたに過ぎない。したがって、多くの限界や誤  

解が含まれていると思われる。また、本報告書  

は、ゼミナールの学生が分担して執筆したもの  

であり、最低限の統一作業を行ったものの、論  

旨の一貫性に欠けているところや、叙述の仕方  

に疎密が残っていることを、予めお断りしてお  

きたい。読者の皆さんから、忌悍のないご批判、  

ご教示をいただきたいと考えている。   

最後になったが、今年度の調査においても、  

多くの皆さんのご協力を得た。与りわけ、京都  

市観光産業局平野勉朝光部長、同企画調整局・  

文化の京推進室の峯野芳郎係長、高山市企画調   

まり、京都の住民の生活そのものが、観光客に  

とっての観光対象でもあるということである。  

観光業とは直接関係のない住民も、否が応でも、  

観光客との何らかの接点をもつことになる。き  

れいな町並みを維持することは、京都の観光資  

源としての魅力を高めることになる。反面で、  

観光客と住民生活との矛盾も存在する。京都の  

場合、将に深刻な問題は、交通問題や観光公害  

問題であり、観光客の数量的な増加が、必ずし  

も市民生活にとってはプラスの意味をもたない  
という面があることに注意しなければならない。   

本報告書では、行政や観光業界、そして住民  

の3つの主体に焦点を当てて、それぞれの立場  

から見た京都の観光のあり方と今後の方向性に  
ついて、つきあわせを行なっている。そのため  

に、各種団体からのヒアリングはもとより、住  

民アンケートも実施した。また、都市の規模は  

異なるものの、京都と同様、歴史的遺産に依拠  
した観光都市づくりを進めてきた高山市との比  

較検討も行なった。さらに、観光振興を図るに  

は、観光客のニーズをつかむことが何よりも必  

要であることから、京都市と高山市で、観光客  

のアンケート調査も実施した。本報告書は、こ  

れらの調査から得られた大量の情報を分析する  

ことを通して出来上がった。   

これらの調査結果から導き出された重要な論  
点は、第一に、観光客が京都に求めているニー  

ズと、京都の集客力を強めるために構想されつ  

つあるアミューズメント系の新観光拠点の供給  
論とに、ズレがあるという点である。どんな都  

市にでも建設可能な新集客装置をつくり、今現  

在の若者うけをねらったとしても、果たしてど  

れだけのリピーターを次世代に引き継げるかは  

疑わしい。逆に、そのような施設が増大するこ  

とは、歴史的都市としての京都に魅力を感じて  

いる多くの観光客を失望させかねない。   

第二に、今後の京都のまちづくりのなかでの  

観光の位置づけや方向性をめぐって、行政、観  

光業界、住民相互の間での意見統一がなされて  

いるとはいい難い状況にある点である。また、  

行政の中でも、京都市と京都府の間、あるいは  

京都市の中での観光行政と他の行政分野との問  

2  



整部の小瀬信行部長および小林政人課長補佐、  

亀山裕康主査、同商工観光部観光課の川上実係  

長には、調査の企画、遂行にあたり貴重なご教  

示、ご助力を得た。あわせて、調査を受け入れ  

ていただいた、京都市二条城事務所、平安神宮、  

高山陣屋管理事務所、京都商工会議所をはじめ  

とする各団体、京都市内および高山市内の観光  

関連業界の皆さん、そして学生たちのアンケー  

トに快く応じていただいた京都市および高山市  

の市民と観光客の方々に、深く感謝したい。   

なお、本書の印刷・発行にあたっては、ゼミ  

ナールの卒業生の皆さんから貴重な励ましと浄  

財を頂いた。紙面を借りて、改めてお礼を述べ  

たい。  

1997年3月  

京都大学経済学部  

教授 岡 田 知 弘   



は じ め に   

あるということである。これについての最も顕  

著な成功例が、東京ディズニーランドであろう。  

東京ディズニーランドはパック型旅行を対象と  

した単なるテーマパークとしてだけでなく、首  

都圏の住民が気軽に日帰りで利用できるレクリ  

エーション施設として定着したことに意味があ  

る。これが他のテーマパークと一線を画す大き  

な理由である。首都圏という大きなマーケット  

を取りこんだことと、地方からの東京観光の目  

玉として認知されたことが成功の大きな要因と  

なっている。これに対して従来型の地方の観光  

都市は大きな変革に迫られていると言っていい  

だろう。海外旅行を志向する人が多い（表0－  

1－1）うえに、円高の進行によって海外旅行  

と国内旅行が同じ価格帯で競合するようになっ  

てきている。国内観光の復権は国内の観光都市  

がこれからどれだけ魅力的な観光プランを膿示  

できるかにかかっている。  

1997年1月、大阪市長と京都市長は、年頭会  

見においてそろって観光を重視する姿勢を打ち  

出した。京都市長は、1997年を「観光振興元年」  

と位置づけ、4．000万人の観光客回復を目標に掲  

げている。いま、なぜ観光が注目を浴びるのだ  

ろうか。1987年に総合保養地域整備法（リゾー  

ト法）が成立して以降、大型観光施設を軸とし  

た地域再開発計画が脚光を浴びるようになり、  

バブル経済にものってリゾート開発ブームが巻  

き起こった。その計画の多くはバブルの崩壊と  

表0－1－1 国内・海外観光旅行者数の推移  

（単位：万人）   

バブル経済の崩壊後、日本の資産価値は一気  

に減少し、いまだ回復の兆しを見せていない。  

おりからの円高も手伝って、日本経済の「産業  

空洞化」が進行している。また最近、大企業を  

中心として日本企業の菜摘は回復しつつあるが、  

国民の間には不況感がなお根強く残り、株式市  

場の低迷など日本経済に明るさが見えない。さ  

らに、低迷する日本経済の活性化を目指した規  

制後和の要求が財界から起こり、順次実行に移  

されてきている。また経済のグロー′りレ化が進  

み、中小企業も含めあらゆる経済主体が直接国  

際競争にさらされるといった事態が起こりつつ  

ある。こういった日本経済の枠組みの変化に対  

して、私たちが住んでいる京都はどのように対  

応しているのだろうか。本報告書では日本の地  

域産業の典型例として京都の観光産業を取り上  

げ、これからの京都経済、ひいては日本経済の  

展望の一側面を明らかにしたい。  

観光政策審議会答申によると、観光とは「余  

暇時間の中で、日常生活圏を離れて行う様々な  

活動であって、触れ合い、学び、遊ぶというこ  

とを目的とするもの」llというように定義され  

ている。最近の傾向として、個人旅行の増加、円  

高を背景とした海外旅行ブームなどがあり、従  

来型の名所旧跡を中心とした観光のみでは観光  

というものをとらえられなくなっているのであ  

ろう。こうした状況の中、週休2日別の走者な  

どにより余暇の時間は確実に増えている。しか  

し従来型の観光旅行という形態においそは、海  

外旅行が圧倒的な鏡争力を持つようになってき  

ている現在、国内の観光産業というものを考え  

るとき、私たちほ観光というものをもっと広い  

意味で解釈しなければならないのではないだろ  

うか。旅行という形態だけでなく、日帰りでの  

レクリエーションといったものが観光として大  

きな部分を占めるようになってきたからである。  

すなわち観光を集客産業として認識する必要が  

4  

1979年  14．9t）0（100．8）   341（1DO．0）  15．Z41（100．8）   

1989年  17．408り】6．8）   811（Z37．8）  18，㌢‖（119．5）   

1g92年  19，500（130．9）   984（288．6）  20．484（】34．4）   

1993年  20，400（1：16．g）   995（291．る）  2l．395（140．4）   

1994年  20．280（135．6〉  1．129（331．1）  2l．329（139．g）   

1995年  柑．7（10（125．5〉  l，269（37Z．1）  1g．96g（131．D）   ＼  国内減光旅行者数  海外観光旅行者数  合計  
（資料）総理府絹ー平成8年版観光自■」 6T買より  
（注）1：（）内は1979年に対する伸び串（％）  

2：国内観光旅行者は、宿泊観光・レクリエーシaン旅  

行をした人数   



そこでこの調査報告書では日本最大の観光都  

市である京都市を例に採り、住民・企業・行政  

さらには観光客の視点から京都の観光および観  

光業が抱える課題を明らかにし、あるべき方向  

性について考察していきたい。同時に京都とい  

う都市は、観光都市であるとともに地場産業が  

発達し、一方でハイテク産業も立地するなど多  

様な側面を有している。これらを含めて京都市  

はこれからどのような都市を目指すべきなのだ  

ろうか。いずれの産業に基盤を置くとしても、  

最も重要なことは住民にとって住み点い都市を  

どのように作っていくのかという点にある。   

そこで以下の章ではこのような観点から、京  

都の現状と課題についてアンケートなどの資料  

を活用して考察してみたい。Ⅰ幸では京都経済  

の抱える開題点と京都の観光業の現状を分析す  

る。Ⅱ章では京都を訪れる観光客の観点から京  

都の現状を分析する。Ⅲ章では、京都で観光客  

を受け入れる住民・企業・行政それぞれの立場  

から京都の観光の現状と問題点を明らかにする。  

Ⅳ章では観光都市の中でも、比較的住民・企業・  

行政が三位一体で観光客の誘致による街づくり  

に成功している高山市を例に採り京都との比較  

を含めて分析する。最後に、京都の経済と観光  

の問題点を明らかにしたうえで、これからの地  

域経済はどうあるべきかということを考察し、  

住民にとって本当に暮らしやすい都市のあり方  

を探ってゆくことにする。  

ともに立ち行かなくなった。一方、製造業にお  

ける産業空洞化の遊行は、大都市部における工  

業主導による都市政策を回避させることになっ  

た。この結果、大都市部では「集客産業」施設  

の建設により、「交流人口」の拡大を図ることで  

新しい都市の産業基盤を形成しようという動き  

が出てきたのである。大都市部においてはその  

マーケットの大きさから、現在も次々と開発計  

画が浮上してきており、先述した市長の年頭会  

見のような観光産業万能説まで登場している。  

しかし、このような集客装置建設型の開発計画  

は地域の活性化ということに関してどれほどの  

効果があるのだろうか。   

大型集客施設の建設に代表される大企業中心  

の開発は、たしかに建設過程においてはゼネコ  

ン資本に市場を創出し、できあがれば観光客の  

増加をもたらすが、観光客の消費活動は施設内  

で行われるため、地元の観光関連産業にもたら  

される経済波及効果は少ない。これまでの観光  

産業は、それぞれの土地に固着した観光資源を  

活用する形で、一種の地場産業として地域に集  

積していた。地元の観光関連の旅館や土産物屋  

や飲食店、タクシー業者などは、この地域固着  

的な観光資源に依存しながら観光産業複合体と  

して経済活動を行い、特有の雰囲気をもった街  

をつくってきた。しかし経済のグローバル化の  

連行とともに、これらの観光関連の中小企業も  

否応なく国内の大規模観光施設、さらには海外  

旅行とも価格面・サービス面両方で競争せざる  

を得なくなってしまったといえる。このような  

意味で観光産業は、日本の地域産業が才包える問  

題を端的に表しているのである。  

1）総理府編F平成8年版 観光白書』大蔵   

省印刷局、1996年、．80ページ   



Ⅰ 転換を迫られる京都の観光   

ここでは本報告書全体の議論の土台になる基  

礎的指標を確認するために、京都市経済におけ  

る観光産業の位置について検討し、近年におけ  

る観光産業の状況を考察する。まず1節では、  

京都市経済全体のなかで観光産業がいかなる地  

位を占めているかを考察し、その重要性を明ら  

かにする。次に、2節では「低迷」していると  

いわれる京都の観光客数の動向と京都の観光業  

に固有な問題を探る。最後の3節では、観光業  

を地域産業のひとつとしてとらえた上で、本書  

の分析視点を提起する。  

1節 京都経済と観光産業  

本節ドおいては、観光産業の枠組みを設定し、  

京都市経済全体のなかで観光産業のもつ意味に  

ついて考察する。その重要性を明らかにしたう  

えで、特に観光産業と住民生活との関連性につ  

いて考えることにしたい。  

［1］京都市の産業構造   

京都市の産業構造を、1994年における事業所  

数と従業者数の構成を中心に見てみよう。   

表Ⅰ－1－1を見ていただきたい。まず京都  

市内の稔事業所数は、1994年4月20日現在  

99，406であり、第1次・第2次・第3次産業の産  

業3区分でみると、各0％、20．9％、79．1％であ  

る。   

従業員数の場合は、稔736，633人であり、産業  

別構成比を比較すると、第1次産業0％、第2  

次産業26，4％、第3次産業73．6％である。   

事業所数、従業者数、両方において第3次産  

業の占める割合が高いことは明らかである。こ  

れらの数値は、京都市経済の全体のなかでも、  

観光産業の多くが入っている第3次産業の占め  

る比重が大きいことを意味する。第3次産業の  

中でも、卸売業・′ト売業・飲食店とサービス業  

の占める割合が大きい。  

表Ⅰ－1－1産業別事業所数および従業者数  

（1994年、単位：人、％）  

事 業 所 数  従 業 者 数  

▼ ■  構 成 比  算 数  楕 虎 比   

第1次 産 業   ヱ8   D   194   0   

■一過幕   15．5ZZ  t5．6  】57．364  22．l   
謂 2扶 養 稟  2D．TZ9  ZD．9  ＝H．ZDl  2G．4   

邦りト先業・飲★店  46．【耶  46．3  278．424  37．8   

サービス業   23．1ヱ8  23．3  】78．495  24．Z   
黙 3渉こ 産ポ  78．649  79，l  51Z．238  73．6   

推  戴   99．4（〉6  736．633  

平成6年事業所名簿藍疇鋼董  

（讐綱）末書市農業n光局一京＃市の経碑 柑95年賑」l淡路牢．Z3貫より作成   

このように、京都市において第3次産業の占  

める割合が高いのは、経済のサービス化を裏付  

ける証拠であり、これとは裏腹に製造業を中心  

とした第2次産業における低迷現象がある。京  

都市における第3次産業への重心シフト化を、  

1王将1年度と1993年虔の産業別市内稔生産の比  

較を通じて見てみよう。表Ⅰ－1－2のとおり  

に1981年慶の市内総生産のうち製造業の占める  

割合は28．8％である。これに比べ1993年には、  

24．0％まで減少している。京都の伝統産業であ  

る製造業、卸売・小売業の占める割合が減少し  

ていることは、円高や都市化による産業空洞化、  

規制緩和などの影響によるものと考えられる－）。  

これが望ましい現象であるかそうでないかの問  

題は別にしても、京都の産業構造において第3  

次産業の占める重要性がより高くなっているこ  

とは確かな事実である。  

■ j   



表Ⅰ－1－2 経済活動別市内総生産の構成  数102．385のうち21．521であり、21．0％の高い割  

合を占めている2）。従業者数は、京都市の稔数  

823．847人のうち136，644人であり、16．6％の割  

合である。いずれの数値からも京都市の産業全  

体において観光産業が重要な位置を占めている  

ことは明らかである。  

［3］京都市観光産業の売上高と経済波及効果   

ここでは、上に述べた業種の観光事業活動と  

京都市民の生活との関わりを具体的な数字を通  

じて考察する。実際の資料として、「観光産業の  

京都市経済に占める比重」に関しては付加価値  

額ベースの「観光産業の売上高」を、「経済波及  

効果」に関しては「産業連関表」を利用するこ  

とにする。このことから京都市経済における観  

光産業の重要性を市民生活との関連性から明ら  

かにし、住民の京都観光に対する認識（Ⅲ章2  

節に具体的に述べる）について考察する際の参  

考資料としても利用したい。  

①京都市観光産業の売上高1992年における京  

都観光産業の年間売上高額は、1兆5．920億円で  

ある。これは1988年の調査の結果に比べ19．4％  

増加した規模である。中でも直接観光客を対象  

とした直接観光関係分は、3，547億円で22．3％を  

占めている。   

より具体的に、売上高の中の付加価値額3〉と  

京都市内総生産4〉を比較してみよう。その結果  

を表わしたのが図Ⅰ－1－1のグラフである。  

1992年市内総生産5兆7，811億円のうちの13．1  

〉 ■ ■ r■  】g81年  ■ 1野 牛   

●    ■   J．45G．T】8  5．3n8．…  

（別．まI  1，る）   

■■■★t   王ま，113  9．83く  

．3〉  （仇2）   

事■■   】．【汚  ．さ01   し316．73ユ  

．鋸  （乏4，D〉   

月】充・イヽ鸞よ   888．Z53  8．衰迫  

は1．三】  D．；）   

サービス1   5乙t．91t  l．015．15Z   

注い   （ll．】1  t】8．け   

その他   9Tl．6α7  I．丁るJ．J69   

鐘王〉   く上石．8）  （ヨ1，9〉   

そ  の  他   ヱ1Z．7叫  3n3．5iO  

tさ．8）  （5．1）   

ホ｛■lt   ，．閑．482  5．611．…  

（Ⅰ叩．0〉  【l【船．0〉  

l責蒋）買■市よ嚢れ先月†真憂市のは済】9弱電電l】賊年．11貫より停電   

上役は発たで、■位iま百方軋下段の（I州土．■の敵軍が各t雫のその年度と市内曝生  

産に占める割合の樗戒比である．   

睦1I虻嘉．峰瓦纂．t耗・ガス・水運業．食■・條秩薫、不鶉里事．託書・1ほ集   

注2順府サービス、射貫計民同比讐刊サービス生産者．輸入8L州貫利子書の抵触  

［2】京都市観光産業の概要   

対象業種 観光産業といってもその対象とな  

る業種は大変漠然としている。ここでは、F第4  

次京都観光基本調査報告割に櫨示された「直  

接観光客を対象にした売上げを有する業種のう  

ち、総売上げの比率が比較的大きい25業種」を  

対象とする。その25業種とは、表Ⅰ－1－3の  

とおりである。   

京都市観光産業の規模一事業所数・従業者数  

を中′いこ－ 表Ⅰ－1－4を参考に京都市観光  

産業の規模を事業所数・従業者数から見てみよ  

う。観光産業の事業所数は、京都市の事業所稔  

表Ⅰ－1－3 観光産業の対象業種  

占
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表Ⅰ－1－4 観光産業の事業所数・従業者数  

（】99Z辛〉  ■  ◆   t  ■   
打  泊  「汝慮」rホテルユ「氏清」rその絶の■光闊達宿泊耳艶J   

科  欺  「一最▲量ユr【】本鞘覆」r■■」「土i美t」「バー・芳書」「■妄」「その他の  

帯♯」   
みゃけ  「土産品1温・鄭・小売J「土塵島野小文j   

文 】1  rよ遭JrバスJrハイヤー・タクシーl■人タクシー含むh「よ行書上」  

「その杜の覿光打遷文1薇R」   

文化賞董l  「公開社青く一貴公Eを臭托している社寺〉」r見事縫n（入葛¶モ■収  

していろ文化鳥取、レジ十一見畏ヒ隈も〉J   

比翼籠故  rパチンコ▲ゲームセンター」r畿R・月■■｛行■」   

」J二  r最■■循日■のところのみ】J「石詭小乗Jl商店街（市内申七欄柑  

閻おょび露賓■光絶1哺店暫のうち最大月L土よ晶．暮披■と搾い  

た萬店とす■るト音貪店」  

事 ▼ 所  観光産某 （山  Zし5Zl   京野市総数（‡）  10Zi385   （A）／（b）事18D  ヱ1．ロ％  従 某 者  観光産業 く小  136．64－l   末錨市捉数 仙）  823．847   （A）／（8）■l（】ひ．  16．6％   
（兼判）慕ギ市観光協会■霹4次京野鶴光基  

本調査報告書】1g94年、16貫より作成   

法）事業所政、従業者数の京樽市紘数Ii．  

事業所統計（1991年〉に上る．   



動に影響を及ぼし、またそこで同じことが繰り  

返されることにより、これらの産業は他産業へ  

影響を及ぼす。このような観光産業の関連産業  

に及ぼす生産誘発額を経済効果とする。一方、  

この過程において雇用創出効果が生じ、その結  

果雇用者の可処分所得から消費財への消費支出  

が次々と生じる。これら一連の経済効果の概念  

を踏まえ、京都市地域内産業への経済波及効果  

のみを算出したものが次のとおりである（図Ⅰ  

－1－2）。  

1992年の観光産業の売上高が京都市地域内経  

済に誘発する生産合計額は、3兆2．469億円であ  

る。図Ⅰ－1－2のグラフのとおり、このうち、  

粗付加価値誘発合計額が1兆7．076億円であり、  

1992年度市内総生産5兆7，811億円に占める波  

及租付加価値額（観光産業分を含む）の割合は  

29，5％である。その比率の高さが注目される。   

直接観光関係分の場合は、生産誘発合計額が  

8．161億円であり、租付加価値誘発額が4，285億  

円である。そして1992年度市内総生産のなかの  

波及租付加価値額の割合は7．4％である。これは  

電気機械、輸送機械、精密機械の各製造業をあ  

わせた比率（6．6％）よりも高い割合であり、京  

都市経済における直接的な観光消費の重要性は  

明らかである。  

1）1993年度、1994年度の岡田ゼミナール調  

査報告書F転換期の京都一産業・景観・ま  

ちづくり一』F京都市製造業のゆくえ』参  

照。   

2）もっとも、1992年の「事業所統計調査報  

告」によると、観光関連事業所は京都市  

が23．0％で当時の政令指定都市中最下位  

の一方、観光都市とは言えない川崎市が  

27．3％で第2位となっているなど、観光  

関連従業者数に比べて有意な数字ではな  

いと言える。   

3）「付加価値額；生産物（財貨・サービス）  

を貨幣価値により評価したものが、F産出  

額』（生産額）であり、この中から、生産  

のために使用した原材料などの中間投入  

額を差し引いたもの、すなわち、生産活   

％に相当する7．563億円が京都観光産業分であ  

る。京都市経済に占める観光産業の割合が無視  

できない高さになっている。  

②京都市観光産業の経済波及効果 観光産業の  

経済効果は三つの観点から分析することができ  

る。まず、観光産業の売上げに計上される観光  

産業への需要である。そして、これは原材料・商  

品・経費の支払を通じて地域内の産業の生産活  

図Ⅰ－1－1観光産業の市内総生産に  

占める割合  

t資翠ト）  

京都市観光協会F第4次京都観光基本調査報告  
書j1994、14頁  

■図Ⅰ－1－2 観光産業の経済波及効果  

（資料）  

京都市観光協会F第4次京都観光基本調査報告  

書』1994、22頁  
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どる。1994年には、平安建都1200年事業を展開  

し、3，960万人台を確保するが、95年には再び  

3．500万人へと大きく減少している。  

1995年の10％を超える減少率は、いうまでも  

なく同年1月の阪神大震災の影響による。JR  

や高速道路などの広域交通網が長期間にわたり  

寸断されたうえ、もともと京都への観光客が多  

かった兵庫、大阪の人々が、旅行をすることを  

断念、あるいは自粛せざるをえなかったためで  

あろう。またこの年には地下鉄サリン事件が起  

きており、旅行の手控えが目立ったことも、観  

光客の減少に追い討ちをかけたと考えられる。   

観光客数の落ち込み以上に減少幅が大きかっ  

たのは観光消費額である。表Ⅰ－2－2は、  

1990年から95年にかけての観光消費額の推移  

を表している。観光客数と同様に、1990年が  

ピークで5．248億円を記録したが、そののち93  

年まで漸減傾向をたどり、94年に5．224億円ま  

で巻き返した。だが95年には、94年に比べ金額  

で1，000億円近く、比率で18．5％も減らすことに  

表Ⅰ－2－1観光客数の推移  

単位：千人  

動によって新たに生み出された価値を、   

F付加価値額』（租付加価値額）という。具   

体的には、賃金（雇用者所得卜営業利益   

（営業余剰）・減価償却（固定資本減耗）な   

どからなっている。」（京都市観光協会   

F第4次京都観光基本調査報告書』1994   

年、3ページによる）。  

4）「市内稔生産；一定期間（通常は財政単年   

度）において、経済主体（個人だけでな   

く、法人企業、政府機関などを含む）の   

市内の生産活動によって生み出された   

F付加価値額』の総額が、「市内稔生産』で   

ある。市内総生産を各産業ごとに分類し   

たF経済活動別市内稔生産』から、その   

市内総生産に占める割合を見ることに   

よって、各産業の京都市経済への貢献度   

が分かる。」（同上、3ページ）。  

2節 集客力の「低迷」  

この節では、京都を訪れる観光客および観光  

業の動向を、京都市産業観光局が発行する F京  

都市観光調査年報』や、日本銀行京都支店が公  

表した「京都市内観光の現状と課題」と遺する  
レポート（1996年7月）に基づいて、検討して  

いきたい。  

［1】l坂神大震災の影響による観光客数・観光  

消費額の減少   

京都市を訪れる観光客数は、1963年には2，034  

万人、1971年には3，063万人であったが、国鉄  

のDISCOVERJAPANキャンペーンもあり、  

1975年には一3，800万人台に達した。それ以後は、  

3．700万人台から4，000万人台の聞で推移してき  

た。とくに1990年には、大阪で「国際花と緑の  

博覧会」が開催されたことにより、京都への観  

光客も誘発され、観光客数は4，085万人に達し、  

史上最高を記録した。   

その後の観光客数は、表Ⅰ－2－1のように  

なっている。バブルがはじけた1991年には、観  

光客は3．8％も減少し、1993年まで漸減傾向をた  

対前年  
率（％）   

1990年  40．846   2，226   5‘8   

1991年  39，303  △1，543  △3．も   

1992年  38，6g2  △611   △1．6   

1993年  38，288  △4D4  △1．0   

1994年  39，667   1，379   3．6   

1995年  35．343  △4，324  △10．9   

司
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眼
帯
位
が
光
な
 
り
地
産
入
活
 
 

（資料）京都市産業観光局『京都市観光調  

査年報 平成7年版』1995年、11貢  

表Ⅰ－2－2 観光消費額の推移  

単位：億円  

消費額  前年比   
1990年   5，Z48  

1991年   5，129  g7．7   

19g2年   4．97g  97．1   

1993年   4，8Z5  96．9   

1994年   5，224  108．3   

1995年   4．256  81．5   

（資料）京都市産業観光局F京都市  

観光調査年報j 各年版より。   



なった。   

しかし、1996年に入り、入洛観光客数は回復  

の兆しを見せていると各方面から指摘されてい  

る。たとえば、前出の日本銀行京都支店のレ  

ポートは、京都市観光案内所の相談件数の対前  

年比増加率及び対平年（過去7年間）比増加率  

を比較したうえで、「相談件数は（平成）7年秋  

に平年比増加に転じ、以後も平年値を上回って  

推移している。こうしたことから、（平成）7年  

1月の震災による客足の減少は半年程度で収ま  

り、以後、観光客は堅調な増加を続けている」と  

評価している】）。   

また、1996年12月14日付F日本経済新開』も、  

京都市の観光は回復の兆しを見せていると報じ  

ている。正確な数字は示されていないが、1996  

年11月の市内ホテル稼働率は昨年を上回った見  

通しである。寺社のライトアップの広がりや、  

NHK大河ドラマ「秀吉」人気がその原因であ  

ると分析されている。この記事では、海外旅行  

人気やレジャーの多様化などの京都観光にとっ  

て逆風となる構造的な問題は解消されていない  

が、1997年は地球温暖化防止京都会議（COP  

3）、8月の高校総体、地下鉄東西線、新京都駅  

ビル開業を控えて観光客の増加が見込まれ、「本  

格的復調は間近か」という京都市産業局の期待  

が高まっていると指摘されている。  

［2】京都の観光をめぐる「構造的問題」   

以上のように、観光客数の動向を見る限り、  

この20年間ほどは、年間3．800万人から4．000万  

人の間を推移し、現状維持を続けているといえ  

る。問題は、1995年の観光客の落ち込みの原因  

のうち、どれだけが阪神大震災や地下鉄サリン  

事件による外生的要因であり、どれだけが京都  

の観光が抱える内生的、構造的要因にもとづい  

ているかである。   

このことについて、先の日本銀行京都支店の  

レポートは、次のような興味深い指摘をしてい  

る2）。   

同レポートでは、まず第一に、京都市は国宝  

や重要文化財など豊富な文化遺産に恵まれた観  

光都市であることが強調されている。文化遺産  

の数では、京都市には東京都区部に次いで全国  

で2番［＝こ多く、全国の文化遺産の13％が集中  

しているという。しかも、東京都区部が多いの  

は、全国から集められた国宝などを有する博物  

館が集棟しているためで、実質的に京都市が一  

番多いと述べられている。   

第二に、京都はこのように歴史的通産を中心  

とした観光資源に恵まれているものの、日本を  

代表する観光都市としての地位は、相対的に低  

下しつつあると指摘している。たとえば、図Ⅰ  

－2－1は、国内旅行稔取扱高と入洛観光客数  

の対前年比増加率の推移を比較したものである。  

この図から、同レポートでは、全国の観光客増  

図Ⅰ－2－1 国内旅行総取扱高と来洛観光客数の推移  

（前年比、％）  

16．0  

1（l．0  

6．0  

0．0  

－6．l  

－1（l．0  

－16．0  

昭和6丑年 ¢8年 平成元年  2潅  挿   1年  6年  挿  丁年  

（資料）日本銀行京都支店F京都市内観光の現状と課題』1996年7月、5頁より原資料は、  
取扱高は運輸省調べ、観光客数は京都市産業観光局調べ  
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加率に比べ、入洛観光客数の伸びが前年割れを  

したり、低い伸びに止まっていると結論づけて  

いる。しかしこの図は、91年以後少なくとも94  

年までは、全国の増加率と入洛調光客数の増加  

率の間差は縮′ト傾向にあることを示しており、  

必ずしも京都の観光客数が全国に比べ、低迷し  

ていると断言することはできないように思われ  

る。やはり1995年の落ち込みが、96年以後どの  

ように回復していくかによって、評価が定まる  

のではないだろうか。   

さて第三に、同レポートでは、京都観光が中  

長期的に伸び悩み状態にあると認絶したうえで、  

表Ⅰ－2－3 国内観光旅行、海外観光旅行の  

料金の比較  

その「背景」にある間題点として、（p行政や業  

界団体によるイベントなどのPR不足、②宿泊  

費用や飲食費など観光関連の物価高、③道路、  

駐車場などインフラ整備の遅れをあげている。  

これらは、観光業者が指摘している問題点を  

整理したものであるが、（9についてはPR不足  

そのものよりも、その底流に潜む行政と業界団  

体、あるいはレポートも指摘しているような関  

連団体相互間の一体的取り組みの弱さこそが問  

題であるように思われる。この点については、  

本報告書のⅢ章で詳しく検討する予定である。  

また、③に関しては、確かに円高によって海  

外旅行に比べての国内旅行の割高感が高まって  

いるといえる。表Ⅰ－2－3は、1995年の大手  

旅行会社のパンフレットに基づき、国内旅行と  

海外観光旅行との料金を比較したものである。  

このような内外施行価格差の縮小あるいは逆転  

現象は、海外観光旅行を大きく伸ばすことに  

なった。前出の表0－1－1によると、1992年  

から95年の間に、国内観光旅行者数は、1979年  

の1．3倍程度で推移し、阪神大震災のあった95  

年には1．25倍まで減少している。これに対し、海  

外観光旅行者数は、1979年から95年まで3．72倍  

に一貫して増大していることがわかる。  

外食費の都市間比較  

（単位：円）  

心
を
低
Ⅰ
数
，
加
増
 
 

左
翼
藍
司
中
 
乃
物
一
 
 

東京～沖縄   

8泊4日 2名1量 1人分 9も8DD円・  

東京′〉サイパン   
3泊4日 2名1童 1人身 g6，800円  

東京～グアム   

3泊4日 2名1童 1人分104，700円  
東京～ハワイ   

3泊5日 2名1童 1人分108二800円  

（資料）総理府騙『平成8年版観光自書』  

原資料は大手放行会社パンフレット  

表Ⅰ－2－4  

中華そぼ  にぎりずし  親子丼   カレーライス   
札幌市   646   1．004   705   631   

仙台市   468   768   688   6＄6   

東京都区部   493   1，070   755   

横浜市   505   1，157   805   667   

川崎市   475   1，115   763   625   

名古屋市   498   950   657   594   

京都市   505   1，627   692   705   

大阪市   501   926   668   608   

神戸市   464   1，053   642   559   

広島市   450   981   55（I   525   

：牝九州市   39q   925   478   568   

福岡市   413   1，092   592   520   

（資料）日本銀行京都支店r京都市内観光の現状と謀雷j  
原資料lま大都市統計協議会F平成8年大都市比較統計年表J  
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飲食店が激減し、かわって全国規模のホテル  

チェーンや法人経営の商店・飲食店が増大して  

いったことにも、注目しなければならない3）。  

1）日本銀行京都支店「京都市内観光の現状  

と課題」1996年7月、4ページ。   

2）同上、2～8ページによる。   

3）この点については、京都大学経済学部岡  

田ゼミナール F転換期の京都一産業・景  

観・まちづくり－』1992年、を参照。  

とはいえ、レポートが指摘しているように、  

京都の物価高が国内他地域と比べ集客力を落と  

しているかどうかは議論の余地がある。たとえ  

ばレポートが例証として示している表Ⅰ－2－  

4によって、京都が国内他都市と比べ価格競争  

で劣っていると結論できるかは疑問である。京  

都には、低料金から超高額料金にいたる多様な  

料金設定、商品・サービス設定をした宿泊施設や  

飲食店が存在しており、観光客もそれぞれの  

ニーズに合わせて宿泊施設や飲食店を選択して  

いるといえる。たとえば京料理を目当てに入洛  

したいと思う観光客にとって、表に示された外  

食の小売平均価格がどれだけの障害になるのだ  

ろうか。低価格を望む観光客を誘引しようとい  

うのならば、むしろ外国人や学生向けの低料金  

宿泊施設がまだまだ少なく、それら施設の情報  

が、誰でも入手できる形で周知されていないこ  

とが問題であるように思える。   

③については、よく耳にする問題である。た  

だ、自動車利用による観光客をこれ以上増やす  

ことが、京都の観光振興に結びつくかどうかは  

検討の余地がある。Ⅲ章で示した住民アンケー  

トによると、現時点でも市民の8割が何らかの  

観光公害の被害を受けていると自覚しており、  

なかでも自動車の大量流入による交通渋滞問題  

は、京都市民の生活問題のひとつとなっている。  

むしろ、マイカー乗り入れ規制やソフト面での  

公共交通網の整備などが必要であるとの声が、  

市民や観光客から多く開かれた。   

いずれにせよ、京都の観光を考える際には、  

住民の生活と観光振興の調和を第一に考慮する  

ことが必要なのではないだろうか。これは、京  

都の観光資源がテーマパークのように一箇所に  

集中した形ではなく、住民の生活空間の中に分  

散していることから生まれてくる、京都観光に  

とって避け難い構造的な問題であるといえる。   

また、これらの観光資源が、景観問題に象徴  

されるように、バブル経済期の地価高騰による  

土地利用構造の無秩序な変動の中で、その価値  

が急速に減価していることも、もうひとつの大  

きな問題である。同時に京都の観光サービス供  

給産業の内部において、個人経営の旅館・商店・  

12  

3節 地域産業としての観光産業  

以上、京都市産業における京都観光産業の位  

置をいくつかの角度から分析した。経済波及効  

果の分析からは、「京都の観光産業が京都市経済  

に占める比重」が13．1％、「経済波及効果」を含  

め29．5％に達することが明らかにされた。この  

ことは、他のどの産業よりも観光産業が重要で  

あることを意味している。しかし、対象業種か  

らも分かるようにその範囲が非常に広く、また  

分析のなかで直接観光売上高の占める割合も全  

体の22．3％にすぎないという問題点から分析の  

正確さに疑問は残る。にもかかわらず、観光産  

業が京都市民の生活の経済的な基盤と深く関連  

していることは、次のような製造業の近況から  

考えることもできる。   

京都の基盤産業と言われる製造業は、二度の  

オイルショック、円高、「平成不況」などの環境  

変動に大きな影響を受けている。特に西陣を中  

心とする繊維産業は円高や都市化における産業  

空洞化問題を抱えており、今後の先行きが不透  

明であるといえよう。もちろん、このような京  

都の製造業の不振は一つの地域に限らず日本経  

済全体における製造業の問題でもあり、現在日  

本経済が問われている構造転換の問題でもある。  

このような日本経済を取り巻く環境変化におけ  

る京都市経済の問題は、過去1993・1994年度の  

本ゼミナールの調査野告書において特に製造業  

を中心にして京都の未来像と関わりながら考察  

したが、以下それに加え京都観光産業について   



の生活のための政策の一つとして各産業を育  

成・奨励し、産業の地域内における経済波及効  

果を高め地域内における経済循環を活発化させ  

る役割をもつ。人や物の流れがより激しくなる  

につれて、地域内に限定させるのが困難になっ  

ているのも事実であろうが、地域内で生産され  

た利益が地域住民の生活水準の向上につながる  
ような政策の重要性については異論はないだろ  

う。このような観点から、高山市の調査と比較  

しながら、京都市の行政側が、誰のための政策  

をどのような取り組みで行っているかをⅢ章で  

詳しく考察する。その際、Ⅲ章2節の住民アン  

ケートは高い優先度をもって参考にすべき意見  
であるように思われる。   

次に、住民側から考えてみる。経済波及効果  

からも明らかになったように、観光産業は京都  

市民の生活を支える重要産業である。その際、  

住民は観光産業についていかなる認識を持って  

いるかが問題になる。商工会議所のヒアリング  

調査では、「魅力のある観光都市とは、活気のあ  

る町ではないか」という意見であった。活気の  

あるまちづくりとは、もちろん行政側の積極的  

な取り組みを必要とするものであろうが、住民  

の京都の歴史や文化などに対する誇りや問題意  
識が必要ではないだろうか。次の章で詳しく述  

べることになるが、近年における京都観光産業  

の危機は住民にとっていかなる問題なのであろ  

うか。そして住民は、観光産業の危機に対して  

いかなる問題意識をもっているのであろうか。  

このような観点からⅢ章2節における住民アン  

ケートに注目していただきたい。  

も考えてみたい0  

1980年代半ば以後、急激な円高・バブルによ  

る地価上昇などの問題が生じる一方で、経済の  

グローバル化が進み、特に労働集約的な製造業  

においては生産拠点の移掛こよる産業空洞化問  

題が深刻に議論されている。多国籍化できる企  

業にとっては、その企業が生き残ることができ  

るならば、どこの地域・固に立地しようが構わ  

ないことであり、むし■ろ自由に資本を移動でき  

る方がよい。一方、京都の観光業のように地域  

に固有な観光資源に基盤をおく観光産業におい  

ては、その基盤拠点を移転することによる産業  

の生き残りや競争力の上昇はありえない。観光  

産業は他産業と異なる特殊性をもっているので  

ある。すなわち自然環境と歴史的な文化遺産を  

その基盤とする観光産業の場合は、移転するこ  

と自体が産業の消滅を意味する。そして観光産  

業が大きな地位を占めている地域であれば、観  

光産業の衰退は、地域産業だけでなく、住民の  

生活により大きな打撃を与えるに違いない。こ  

のように、観光産業が地域の自然環境や伝統な  

どの文化を基盤にしていることは、その地域に  

おいて生活基盤を築いてきた住民と不可分の関  

係にあることを意味し、他産業よりも地域との  

結びつきが強いということになる。Ⅲ章2節で  

詳しく述べることになるが、このような観光産  

業と住民との関わり一つまり住民側にとっては  

経済基盤となり、産業側にとってはその地域と  

住民の生活自体が基盤となるという相互不可分  

の関係一により、次のような二つの問題が浮き  

彫りになる。   

まず行政側から考えてみよう。行政は、住民  

」
止
力
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今
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の
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「
 
 

Ⅰ 観光客は京都に何を求めているのか  

れたデータを①どういった人たちが来るのか、＝  

②京都に来て何を観光し、何を買って帰るの！  
「京都観光」を考察しようとするならば、観光  

客の「声」に耳を傾けそれを分析することは避  

けて通れない。有効な観光振興政策をとるため  

には観光客のニーズを把握することが必要条件  

になるからである。私たちはこのような目的を  

もって、京都市内のいくつかの観光地と高山市  

内で独自のアンケート調査を行なった。また、  

標本数の少なさによる偏りを補うためにあわせ  

て京都市産業観光局が発行しているF京都市観  

光調査年報j（以下、F年割と略す）を参考に  

した。この車では、観光客の望む「京都」像が  

どのようなものであるかを明らかにしていきた  

い。  

1節「京都市観光調査年報jの分析  

本節では1995年慶のF京都市観光調査年報』  

の概要を示し、その分析を行なうことにする。  

この分析を通してまず、観光旅行客のニーズを  

述べていきたい。この調査が標本数などの面で  

より正確な情報をもとにしたものであるのに対  

し、後節で行なう独自アンケート調査は、標本  

数の少なさからその情報が不十分なものである  

ものの、私たちが直接触れることのできた観光  

客の「生」の声を反映させたものになるであろ  

う。  

［1］『京都市観光調査年報』の概要  

1995年に京都を訪れた観光客3，534万人の人  

たちの内訳はさまざまであるが、F年報』に示さ  

表Ⅰ一1－1個人・団体及び日帰・宿泊別  

観光客数  

か、③京都に対するイメージや不満、といっだ  

点から見ていくことにする。  

①どういった人たちが来るのか 表Ⅱ一1－ト  

は1994・95年に京都観光に来た人たちを個人J，、  

団体別、また日帰り・宿泊別に分けたものであ】  

る。これを見ると1割弱が団体客として京都を，  
観光していることが分かる。ここには修学旅行  

生も含まれる。なお、F年報』によると京都に修  

学旅行に訪れる児童・生徒の数は1995年で101、、  

万人だった（F年報』29頁）。また外国人客は紆  

30万人であった（F年報j26貢）。また京都観光  

客の平均宿泊日数は1．9泊である。表Ⅱ－1－  

2は観光客を出発地別に分けたものであるが、  

これを見ると近畿地方が69％と最も多く、なか  

でも大阪が29％と最大である。   

次に、表Ⅰ一1－3は、観光客を性別・年齢  

別に分けたものである。これを見ると女性の観  

光客が多く、年齢別では20代全般、女性の40代・  

50代、男性の50代に人気が高いことが分かる。  

また京都の観光客にはリピーターが多く、京都  

が気に入り何度も足を運ぶ人が多いことが表Ⅰ  

表Ⅱ一1－2 観光客の出発地別割合  

構成比（％）   

］ヒ海道・東北   2．0   
関東   11．3   
中部   11．3   
近畿   馳．6   

京都   11．4   
大阪   28．7   
兵庫   11．0   
中国   3．5   
四国   0．9   
九州・沖楓   Z．4   

乙5如万人  377つi人  3．の2JJ人  ∝蛤ガ人  

平成6準  
（g8．59‘）  （9．5％）  け6．4％）  （23．6％）   

3却ファ人  330ガ人  2．？11Jノ人  823ノJ人  
平成7年  

（，0．7艶）  （9．3％）  （7t〉．79‘）  （1氾．3妬）   叫三 次  鱒 人  一明 件    締 汀l  

（資料）欄光局  
F京都市観光細査年報』  
1渕5年版   

（資稗）京蓼商跳光吊n輔弼靭」1瑚1貫より  
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＿1－4から分かる。この表を見ると約58％の  

人が10回以上京都に来たことがあると答えてい  

る。市内の観光スポットにおいて若い女性や中  

年女性の2～3人づれがよく目に付くことに一も  

うなずける。  

②京都に来て何を観光し、何をして帰るのか  

表Ⅰ〆1－5は京都の観光客が訪れた市内の観  

光スポットを調べたものである。清水寺（26．7  

％）・嵐山（16．1％）・金閣寺（14．9％）などポピュ   

ラーな観光地が上位に入っていることが分かる   

が、ここで注目したいのは、訪問地の上位を占   

めるほとんどが寺社・仏閣や風光明媚で有名な   

スポットであるということである。そうではな   

い、いわゆるアミューズメント的な場所で多く   

挙げられているのは、美術館・博物館を除くと   

四条河原町・新京極（11．0％）および表には出て   

いないが東映太秦映画村（5．5％）のみである。つ   

まり、観光客にとって「京都に観光しに来る」と   

いうことはすなわち「京都の古い歴史と文化・   

風景を楽しみに来る」ということであると言っ   

ても過言ではない。観光都市としての京都の特   

徴もそこにあると思われる。  

表Ⅱ－1－6は京都に来た観光客がどのよう   

な事にお金を使っているのかを示している。観   

光客一人当たりの平均消費額を見ると、宿泊費   

が一番で土産品代、食事代がその後に続く。一   

般的に高いと言われている京都の宿泊施設の料   

金のことを考えると宿泊に最もお金を使うとい   

うこのアンケート結果も当然のことである。土   

産品代についてであるが、表Ⅰ－1－7に観光   

客が何を土産品に買って帰ったかを示した。主   

な品物は八つ橋・生八つ橋などの菓子類、漬物   

や美術工芸品、目に付くところでは清水焼や染   

織物などの伝統工芸品である。ここに出てくる   

品物は地元の業者によって生産されているもの   

が多く、京都の観光産業と製造業の間に密凍な  

市内訪問地調べ  
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表Ⅰ－1－3 観光客の性別・年齢別調  

l（ 分   総 合   舅   女  
100．0   36．9   63．1  

20歳末満   6，6   申   7．0  

20赴－   153   15．1   15．4■  

30成一   10．4   10．9   10，l  

40成一   23．6   17．0   27．4  

50赴－  2g．1   31，4   26．2  

仙戯以上  16．0   19．7   13．9  

ね＋封   】0【）．0   1（め．0   100．0   

（資料）欄光局r京郡市梵光窮査年報」1鞘】4貢より   

表Ⅰ－1－4 観光客の入洛回数調  

（翻）京都市塵紙光局「京絆醐J】髄年版1碩より  

表Ⅰ－1－5  

絡倉   性Pj  
（％）   

言脈地  年齢層別  
男  女  －19  20′・■  30′－‡40一   50′、ノ  60′・■   

清水寺   26．7  芸）．D  為．l  諷5  弧l  凪8  弧3  21．4  17．0   
嵐山   16．1  16．0  16．3  17．9  為．1  20．4  14．g  14．5  10．1   
平安神官   15．l  16．g  1ま9  15．5  14．7  13．9  13．6  13．4  18．3   
戯詩   14．g  l■6．3  13．g  為．0  18．8  13．1  18．4  10．7  11．4   
棚挿   四  14．6  1d．3  17．9  18．8  12．4  団  肌7  13．1   
二条城   13．7  団  12．0  21．4  】5．2  1月．6  16．7  11．8  9．5   
筍噺  11．2  14．0  9．6  3．6  四  5．8  13．6  15．3  11，1   
四条河珊・鯨極  11．0  8．5  tユ7  盈6  四  12．4  7．0  9．5  11．1   
南禅寺   10．0  10．2  四  1．2  1ユ串  11．7  10．1  9．2  10．8   
・窮【¶ 貨 ≡諾   9．4  6．7  11．1  4．8  四  丁3  10．5  四  14．1   
曹靴堰   g．d  7．7  10．4  8．3  10．g  四  9．2  9．2  10．1   
傾斜）轍F赫蒲焼諏堅年報』1碑版  
蝕）初鰹搭のため合計酎0α％にならない  
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旅館利用が多いためであろう。またこの割合を  

年次推移で見ると、10年前の1986年ではホテル  

利用が38．4％、旅館利用が30．2％だった（F年報』  

16頁）。この割合の変化の原因として考えられ  

るのは、中小旅館の減少、修学旅行の京都離れ、  

景気低迷による高額な旅館の利用減や、社内旅  
行などの団体旅行の減少による旅館利用率の低  

下が挙げられる。  

③京都に対するイメージや不満 京都に観光に  

やってくる人たちが、京都に対してどういうイ  
メージを持っているか、またどのような不満を  

持っているかを知ることは、観光都市京都のこ  

れからの取り組みを考える上で重要になってく  
るものと思われる。表Ⅰ－1－9は観光客の京  

都に対する感想を「よい」と「わるい」の評価  

つながりがあることが分かる。また、表Ⅱ－1  

－8は観光客で京都に宿泊した人たちがどう  

いった宿泊施設を利用したかを示している0ホ  

テルを利用した人が55．7％と一番多く、次いで  

旅館20．1％と続く。年齢別に見ると10代で旅館  

利用が多いのが目に付くがこれは修学旅行での  

表Ⅰ－1－6 観光客の観光消♯破調ベ  

絶頓（召万円）  「人当たり（円）   

合計   425．5ぎ7   12，041   

市内交通費   弧7ど7   1．436   
宿泊キ   85．Z犯   10，353   
みW品代   117．176   3．315   

食事代   100．120   乙833   

その他諸経費   7乞2腿   え帆5   

（資料）京郡市産轍光局F溺郡市観光調査年報』  
1田5年版  

表Ⅱ－1－7 みやげ晶買い上げ状況調べ  

分類   合計  性別  年齢層別  
男 l女   一〉19  20′、一  30′・′  40′・■  50′・ノ  60′一   

菓〒類   93．2  98．5  90．7  109．9  朗．4  87．0  91．8  92．5  弧0   
うち八つ構  Z3．1  3Ⅰ．0  19．d  48．3  三M．4  18．0  18．8  1＆6  20．7   
生八つ橋  a9  辺l．3  2．l  20．0  20．0  33．0  25．3  20．9  20．7   

風味品   阻0  59．7  阻8  28．4  50．4  65．0  00．3  随．2  70．4   
うち1漢抄物  g7．6  32．7  10．8  18．3  3乙0  43．0  g7．1  38．6  佗7   
装飾・調度品  Z7．l  26．l  Z7．6  43．4  38．4  30．0  却．0  21．8  19．5   
壬砦一   6．5  4．3  7．3  a3  4．8  

関5年版   

（注）複数回答があるため合計は100％にならない  

表Ⅰ一1－8 観光客の宿泊先調べ  

公的  
ホテル  旅鰯  三三一エミミ  民宿   ユース・脇テル  寮   親戚・知人   

男   55．2   2乙9   3．0   乙3   0．8   l．3   14．5   

女   盟．0   18．3   4．6   Z3   1．1  16．7   

■一19   4乙7   認．0   Z2   4．5   a2  0  12．4   

20・・一   60．5   1ノl．7   1．1   1．l   a8  1．1  18．7   

30・一   60．0   20．0   1．g   3．8   1．0   13．3   

40′・′   三迫．1   16、6   3．8   1．9   0．4   1．5   17．7   

50′・′   弧3   18．8   al   a4   0  0．9   15．5   

60■－   50．0   25．0   Tl   1．9  0．6  1．9   13．5   

前年廃絶合  
局 F凍都市篭牡爛査年報Jl岱5年版   （資料）京楓  

16  



表Ⅰ一1－9 観光客の京都に対する評価  

自然  風景  名所旧跡  文化財  食事  塵肺・工芸   道路  交通  雰囲気   
よい   49．0   鋸．8  盟．0  53．0  3l．0   25．0   8．0   14．0  46．0   
わるい   ま0   4．0   1．0   i．0  20．0   1．0  40．0  50．0   6．0   

（資料）辰   、ロF尻    京都市観光調査年報』1∈掴5年版   
（注）複数回答のため合計は100％にならない  

き込まれたり駐車場の少ない市内で車の置き場  

所に囲ったりしたことであろう。京都の不満点  

として「道路」や「交通」が高い割合を示した  

ということはこの推測を裏付けるものだ。しか  

し、F年報』では観光客がどのような交通機関を  

利用して観光をしたかという実際の調査は行  

なっていないため、この項目について詳しくは  

2節で言及することにする。「道路」や「交通」  

のみが不満点としてあげられたわけではないが  

その割合から見ても、この間題が早急に解決さ  

れねばならないことは明らかである。  

2節 独自アンケート結果の分析  

今回私たちは、京都市を訪れた観光客および  

京都市と同様に観光都市である高山市の住民と  

観光客に対して、京都観光に関する独自のアン  

ケート調査を行なった。この節では、これらの  

アンケート結果から得られた観光客等の生の声  

を分析して外部の人間から求められている「京  

都像」を把掘していきたい。またそれとともに、  

その京都保と変わろうとしている京都観光の変  

化の方向との間のギャップの有無を考えること  

にする。  

［1］アンケート調査結果の概要   

以下に示されるアンケートのうち京都市観光  

客アンケートは1996年11月2日、平安神宮と  

二条城を訪れた観光客のベ111人（男47人・．女  

60人）に対して聞き取り調査の形で行なった。  

また、高山帯観光客アンケートは1996年8月29  

日、高山陣屋と屋台会館を訪れた観光客のベ78  

人（男41人・女37人）に対して同じく聞き取り  

調査で行なった。高山市住民アンケートは無作  

為抽出した高山市民200人に対し郵送の形で行  

17   

で項目別に分けたものである。全体的に見て  

「よい」ものと「わるい」もののギャップが大き  

いことに気付く。観光客が「よい」と評価した  

もので多かったのは自然、風景、名所旧跡、文  

化財、雰囲気などである。繰り返し言うようだ  

が、これらこそが京都が京都たるゆえんであり、  

観光客もこれらのために京都を訪れているとい  

えよう。観光地・京都と言われて観光客が連想  

するものはたとえば嵐山の風情であり、夕闇の  

東山である。また、祇園祭や葵祭など京都の伝  

統行事も「古都」京都のイメージを形作る一要  

素となっていると思われる。   

それに対して観光客が不満点としてあげてい  

るものは「道路」と「交通」である。図Ⅰ一1  

－1は観光客がどのような交通機関を使って京  

都にやって来たかを示している。鉄道（JR・私  

鉄）を利用した人が半数を超えている。しかし、  

一旦市内に入ると観光地を見て回るには鉄道の  

路線のみでは不十分であるため、観光客はバ  

ス・タクシーなどの交通機関に頼らざるを得な  

くなるのが実情だろう。また、調査によると35．1  

％の人が乗用車を使って京都ヘヤって来ている  

が、この人たちが京都観光自体もマイカーで行  

なっているとしたら、彼らもまた交通渋滞に巻  

図Ⅰ－1－1 利用交通機関別観光客数  



ない、そのうち77人から回答を得た。  

①京都の何を観光しに来るのか 表Ⅱ－2－1  

に各アンケートで最近行った京都旅行で訪れた  

所（京都市観光客アンケートの場合は今回の旅  

行で観光する所）を聞き、その結果を地区別に  

まとめてみた。ここから東山周辺の人気が圧倒  

的に高いことが分かる（京都市観光客アンケー  

トでは上京・中京が高い数字を示しているがこ  

れは調査実施場所の影響であろう）。この結果  

は、1節で扱ったF京都市観光調査年報』の統  

計ともほほ合致している。上位を占める地区が、  

東山や金閣寺周辺など京都の寺社・仏閣のうち  
でも比較的有名かつポピュラーなものが集まる  

所であることから、観光客の目的が歴史的に有  

名な寺社や文化財の見物にあることがうかがえ  

る。実際、調査では「古いものや町並みが見た  

くて京都に来る」とか「京都の良さは古いもの  
がきちんと残っているところでそれがなくなっ  

たら京都ではない。最近はありふれた町並みが  

増えている」という意見も聞かれた。  

②「京都観光」に対するイメージ 観光客に  

とって京都はどのように位置付けられているの  
か。また、そこからどのようなイメージが京都  

旅行に与えられているのかをいくつかのアン  

ケートから見ていきたい。   

表Ⅱ－2－2は京都市観光客に対して行なっ  

た「京都を一言で言うとどんな街」かという質  

問の回答結果である。年齢・性別を問わず、回  

答者の80％以上が京都に対し、日本の歴史・文  

化の（知覚を通した）追体験を可能にする街と】  

いう位置付けをしていることがわかる。歴史や  

美術の教科書やマス・メディアを通じて日本全  

国に届けられている「京都像」とこの回答は一  
致する。私たちが京都に対して持つイメージが、  

京都市自身のキャンペーンの影響を受けて形成  

されるのはもちろんのことである。だが、それ  

に加えて学校教育やテレビ・雑誌などによって  

も、知らず知らずのうちにある一定の京都のイ  

メージが根深く植え付けられているといえよう。  

そのイメージは、観光都市京都にとってプラス  

の要因として働いている。   

よって、日本の古い歴史と文化を楽しむ旅と  

‾8  

表Ⅱ－2－1 京都になにを見に来るのか  

（京都旅行で観光した・するところ）  
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（資料）独自アンケート鮎果より  

（注）複劫司答のため合計はl抑％にならない  

表Ⅱ一2－2 京都は一言で言うとどんな町か  
（％） 

歴史的・文化的に価鮭のある都市  
町並みの策レい都市  
自然の豊かな都市  
（資料）独自アンケート触果による  

（吐）複数回苓のため合計は180％にならない  

表Ⅰ－2－3 京都ではどんな施設に  

泊まりたいか  
高山帯  高山市  

宿泊施設   観光客（％）   住民（％）   

永テル   19．5   19．7   
旅館   65．9   鼠1   

公的宿泊地殻   Z4   10．6   
民宿   1．g   6．1   
ユ「ス・細事I   a4   0   

某   l，5   
親戚・知人宅   d．9  0   
（実科）独自アンケートの結果による  

表Ⅰ－2－4 どんな施設に泊まっているか  

（％）  

アンケートの結果による  

いうイメージが京都旅行に与えられるのは当然  

である（実際、（Dで述べたように旅行者はイ  

メージどおりに寺社・仏閣の観光を楽しんでい  

る）。また、今回観光客の持つ京都旅行像を知る  

一つの指標として、高山市観光客および住民に   



対するアンケートで、京都に行くとしたらどの  

ような宿泊施設を利用したいかという調査を行  

なった。表Ⅰ－2－3にその結果を示し、それ  

に加えて表Ⅰ－2－4に現実には観光客がどの  

ような施設に宿泊しているかを京都市観光客ア  

ンケートで調査した結果を示した。両者を比較  

すると、京都で利用する宿泊施設の願望として  

は旅館が50％以上の高い割合を示し、ホテルを  

利用したいという人は20％に満たない。この傾  

向は性別・男女を関わず共通している。しかし、  

実際には観光客が京都で利用している宿泊施設  

は逆にホテルが50％を占め、旅館利用は20％程  

度にとどまっている。京都旅行の雰囲気を堪能  

するためには旅館に泊まりたいが、いざ泊まる  

となるとサービス・食事などある程度の水準を  

満たす旅館は相対的に高値となるので、手頃な  

価格でいろいろ選べるホテルの利用に傾くとい  

う観光客の心理がうかがえる。また表Ⅰ－2－  

4で旅館を利用した人の大半が修学旅行やその  

他の団体旅行客（18人中14人）である。不況の  

影響で企業などの団体旅行が減少して個人やグ  

ループ中心に旅行形態が変わり、京都への修学  

旅行数も頭打ちの傾向にある現在、宿泊客の確  

保は京都旅館業界の大きな課題となっている。  

③どのような年代・性別に人気があるか 表Ⅰ  

－2－5から京都市観光客アンケートの回答者  

の年代と性別、そしてそれぞれの年代や性別の  

人たちが過去何回京都に来たことがあるかがわ  

かる。   

まず表の右端の数字でどの年代・性別の観光  

客が多いかを単純にみていくと、性別の方は若  

干女性が多いという程度の差に留まったが、年  

代別の方は10代・20代の若年層が合わせて60％  

以上を占めている。次いで多いのが50代の15％  

である。しかし、このような回答者の年代の偏  

りはアンケートの採りかたに偏りがあったこと  

も十分に考えられ、これだけでどの年代に人気  

が高いということを断定するわけにはいかない。  

そこで、表の中央部にあるクロス集計の部分を  

みる。ここから何度も京都を訪れているリピー  

ターがどの年代に多いかを調べることができる。  

それは「京都」がどの年代の心をつかんでいる  

のかを知る一端となる。10代の回答者の68％が  

今回初めての京都旅行なのは修学旅行の生徒が  

多いせいだと思われる。それを除くと4匝似上  

京都を訪れている観光客はどの年代でも50％以  

上いる（30代のみ70％以上と多い）。また2～  

3回京都に来たことがあると答えた人も年代を  

闘わずかなり多い。修学旅行で初めて京都を訪  

れその後余裕を見つけて再訪を重ねるという図  

式を考えると、他の年代に此べて10代や修学旅  

行が一般的でなかった50代・60代に初めてとい  

う回答が多いのもうなずける。   

次に表Ⅰ－2－6で京都を観光した印象を五  

段階評価で聞いた結果をまとめたものを示す。  

表中には表れていないが、男女別の評価に将に  

目立つ差異は認められなかった。年代別の評価  

では年齢があがると金銭的にも家族構成的にも  

（子供の年齢など）余裕が生まれ要求のレベルが  

あがるせいか多少評価が下がるが、全年代を通  

じて京都の印象は良い。   

京都市観光局や京都商工会議所では、最近の  

観光客の京都離れを安価な海外旅行やテーマ  

パークなど国内のほかの観光地に観光客（特に  

若年層）が流れているせいだと分析している。  

確かに今回の調査でも、国内兼行と海外旅行の  

好みを聞いてみると全体の70％が海外旅行と答  

表Ⅱ－2－5 観光客が京都にきた回数  

（実科）如虐アンケート絶果による  

表Ⅰ一2－6 京都観光の印象  
当然  
まイ   
でい  

細る  
民に  

訳宍；i  

観光客イ％）   

とても長い   57．8   諷7  45．6   

まあ良い   別，g   4a8   34．g   

普通   73   lag   7．3   

禍い   1，8   

かなり い   0   0   0  

（資料）独自アンケートの幕果巳よる  
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て妖光をしたのかということが分かる。二つの  

表を比較すると乗用車で京都に来た人たちのほ  

とんどが、そのまま革を使って頼光を行なって  

いることが分かる。しかし、観光客が最も多く  

利用しているのは路線パスであり、それにタク  

シーが続いている。市内の交通機関として鉄道  

（地下鉄・阪急・京阪・京福・叡山電鉄・JR）  

があることはあるのだが、それらは観光地を網  

羅しているとは到底言えず、特に右京地域や上  

京以北はバスのみに頼る地域が多い。そのため、  

当然観光客は移動手段として路線バス、タク  

シー 、自家用車を多く利用することになる。だ  

が、京都の路線バスは循環のものや往復のもの  

など種類も多く複雑であるため住民にでさえ分  

かりにくいのが現状である。また、いたるとこ  

ろで起きている交通渋滞によって、バスの時間  

が狂うこともしばしばである。加えて、京都で  

は一部を除いて道路の幅が狭いところが多いう  

え、いわゆる有名観光スポットの周辺は一車線  

の道路がほとんどでいつも混雑している（嵐  

山・金閣寺など）。このような交通の便の悪さは  

観光客にマイナスのイメージを与え、次回また  

京都にやって来ようという気を起こすインセン  

ティブを損う結果につながるだろう。  

⑤京都の不満な点 京都に対する不満な点や要  

望を各アンケートで自由記入の形で開いた。ど  

のアンケートでもこの質問の回答者が少なかっ  

たため、三つの結果を合わせて分類しなおし表  

Ⅱ－2－9とした。駐車場の不備を含む交通関  

係の不満・要望が全体の50％を超えている。こ  

れはサービスや施設（公衆便所・案内板など）の  

不備に対する不満の2倍にあたる。前述したと  

表Ⅱ－2－9 京都に対する不満な点や要望  

えた。女性の国内旅行指向が若干高かったが年  

代による有意差はなかった。だが、海外旅行に  

行く観光客がもう京都には来なくなるかといえ  

ばそんなことはない。また若年層の京都に対す  

る印象も良く、「若者が京都にあきたらなくなっ  

た」とはいえないだろう。このように、京都の  

人気は全ての世代・性別に共通してかなり高い  

ことがわかる。京都の観光を取り巻く状況は厳  

しいが、努力次第で旅行者に「海外旅行も京都  

旅行も」という選択をさせられるはずだ。  

（亘）観光客の利用した交通機関 表l－2－7に  

観光客が京都に入るまでに利用した交通手段を、  

表Ⅱ－2－8に京都の中で利用した交通手段を  

示した。1節でも触れたようl；鉄道（特にJR）  

を利用して京都へやってきた人が多い。また、  

表I－2－8から観光客がどの交通機関を使っ  

表Ⅰ－2－7 京掛こ入るまでの交通手段  

（％〉  

（資料）独自アンケート結果による  

（牲）槻司答があるため  

合計披10（）％にならない  

表Ⅰ－2－8 京都の中で使った交通手段  

（％）  

貸切バス  
鰍／てス  
タクシー  
JR  
私鉄  
地下鉄  
自家用皐  
レンタカー  
レンタサイクル  

13．9  

50．g  

2え2  

5．6  

7．4  

17．6  

13．0  

0  

7．4  

13．0  

（％）  

町並み  
施設（トイレ・駐車場など）  

交通関係  
サービス  
料金  
その他  

18．4  

15．3  

46．9  

14．3  

11．2  

6．l  

（資料）独自アンケート東泉による  

（注）働回答があるため合計軋   

10膀にならない  （資料）独自アンケート熟果による  

（注）自由記入による複数回答のため  

合計は10喘にならない   
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しかし、この「寺社・仏閣に頼らない」とい  

うことと、複数のヒアリング先で聞かれた「寺  

社・仏閣以外の新しい観光の目玉を創る」とい  

うことは必ずしも一致しない。そればかりか今  

回のアンケート結果を考えると、後者の意見と  

観光客のニーズとの間にズレがあるようにさえ  

思える。京都市は平安建都1200年を記念して  

1994年から京都まつりのパレードを始めてい  

る。これは市民参加型の祭ということもあって  

土・日曜日に実施され、日本銀行京都支店発表  

のレポートや商工会議所などに「新しいイベン  

ト」と評価されている。この日銀京都支店のレ  

ポートは、その捷言の中で祇園祭や葵祭も京都  

まつりと同様にハイライトを土・日曜日にあわ  
せて行うことも検討するべきだ、と述べている。  

伝統の堅持と地元の経済の発展を秤にかけて  
「賢い」選択をするべきだというのだ。   

だが、観光客は「京都」に新しいイベントを  

見に来ているのではない。単なる観光行事なら  

似たようなものは全国各地でみることができる  

し、「京都」として長期的に人を惹きつけておく  

ことはできない。祇園祭・葵祭等の祭に関して  

いえば、それが古都・京都に古くから伝わる祭  

礼であり、祭の形態が極めて様式化された、伝  

統にのっとって行なわれるものだからこそ、そ  

れを見に旅行者はわざわざ遠くから京都ノ＼やっ  

てくるのだろう。伝統を堅持することが観光産  

業の藩興の妨げになるとは決して言えない。こ  

のことは1節・2節の統計結果によって裏付け  

られる。この統計が示すように、京都が観光都  

市たりえたゆえんは京都にある古い寺社・仏閣  

や名勝、あるいは古い町並みが日本古来の伝統  

や文化、自然の景観を今日まで残し、大げさに  

言えば「日本の心」の発祥地であったがためで  

あると思われる。人々はほかの場所にはないも  

のとして「京都」の名所を観光しに来る。あく  

までそれらの名所こそが京都の最大の「売り」  
なのであって、仮にほかのどこにでもあるア  

ミューズメント施設を作ったり、イベントの観  

光行事化を進めたりしたところで、一時的な観  

光客数の増加につながりこそすれ、本格的な京  

都の活性化につながるとは思えない。それどこ  
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おり、京都市内は鉄道の路線が少ないことから、  

観光客はもちろん京都市民も移動手段をバス・  

自動事などの交通機関に頼っているのが現状で  

ある。そのため、駐車場の不備や狭い道路・大  

量の自動車・渋滞等の交通問題は住民生活とも  

直結した課題であり、今後早急に見直していか  

ねばならない。全体的に観光客は、各施設や機  

関の使い勝手がもっと良くなることを望んでい  

るようだ。京都市は日本を代表する観光都市で  

あり、このような使い勝手の悪さはPRの観点  

からも改善されねばならない。  

3節 観光客が京都に求めるもの   

1節・2節で行ったアンケート分析から“観  

光客は「京都」に何を求めるのが というこの  

事の課題に対する答が明らかになってきた。こ  

の節では観光客のニーズを整理しなおしたうえ  

で、そのニーズヘの対応策について言及するこ  

とにしたい。  

［1］観光客のニーズ   

京都市の観光局や商工会議所では、より多く  

の観光客を獲得するためにはこれまでのように  

寺社・仏閣のイメージにおんぷにだっこでいて  

はいけないという見解を持っている。個々の業  

者へのヒアリング調査でも同様の回答が得られ  

た（行政および業者アンケートの詳細について  

はⅢ章で述べる）。今日の、京都観光及びそこ  

から生まれる観光産業の停滞状況の打開のため  

に、何らかの観光推進政策が必要であるという  

認識では官も民も一致している。京都市でも観  
光産業を市の主要産業に正式に認定し、これの  

振興のために具体的な方策を検討中である。東  

京など国内の主要な都市だけでなく、海外の主  

要な観光都市（パリ・ウィーンなど）に出先機  

関をおいて京都観光のPR活動をしたり、新た  

に三条と四条との間の橋や京都歴史資料館のよ  

うなものを建設しようとしているのもこの例の  

一つである。これは、何か新しいものを「つく  

る」ことで観光振興を図ろうとしている行政の  

姿勢を示しているのではないだろうか。  
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が楽しめるようになるだろうし、住民にとっせ  

も住みやすい街に変わっていくものと思われる嘩  

その点からもこの改善から得られる経済効果嘩 ≡…ニミ漂芝芸慧：警≡警…警慧≡表  

通り以北や右京・西京の交通問題は依然末解痍  

である。また地下鉄やバスの運賃値上げに伴う1  

交通コストアップの問題も起きてくる。いずれ  

にせよ、京都市内の交通インフラ整備は観光産  
業・住民生活両方にまたがった急務だと考えぢ   

ろか京都の景観をかえって破壊したり、ひいて  

は京都本来の特異性をも損ねてしまう結果につ  

ながりかねない。アンケートから分かるように  

京都を訪れる観光客のほとんどが昔ながらの寺  

社・仏閣や自然の景観を見るためにやってきて  

いるのだから、既存の観光資源の上にあぐらを  

かくのがいけないのであって、その財産に自信  

をもつことは当然であるし、必要なことである。   

また「寺社・仏閣に頼っている」という意見  

は旅行者に清水寺・金閣寺・嵯峨嵐山といった  

パターン化された観光しか提供していないとい  

う批判ともうけとめられよう。新たな観光コー  

スを開発し多くの選択肢を用意しておくことは、  

観光の多様化に対応していく意味でも重要な課  

邁である。しかし「パターン化した観光」につ  

いても、アンケートの結果からみる限り旅行者  

はかなりの評価を与え、そういう「京都」に満  

足している。高山市の観光客と住民へのアン  

ケートで、京都へ行ったことのある人に京都で  

一番よかった場所を聞いたところ、東山地区や  

金閣寺周辺、嵯峨嵐山が高い割合を得、繁華街  

などはあがらなかったこともこの現れだろう  

（表Ⅰ一2－1をみるとこの調査で実際に京都  

で観光した場所として緊華街が、嵯峨嵐山と同  

程度の割合を得ているのがわかる）。「京都」に  

おいて寺社・仏閣・史跡が持つ歴史・文化を顧  

みると京都観光を「寺社・仏閣に頼る」ことは  

ある意味で当然である。またそのような寺社を  

見ることができることこそ「京都観光」だ、と  

いう旅行者自身が持つ強固なイメージもそこに  

は存在する。海外旅行とはまた違った魅力もあ  

るだろう。ここで問題にされるべきは、個々の  

寺社・仏閣の歴史や文化“だけ【に振りきって  

自らの努力不足を招いたことである。たった一  

皮京都を訪れただけで“もう京都は十分だ’と  

観光客に思わせるような要素を取り除く努力こ  

そするべきである。   

京都において観光推進政策の必要性が声高に  

唱えられている今、観光客が何を求めているの  

かを見極め、そういった観光客のニーズに沿う  

形での政策を立てる必要がある。テーマパーク  

を作るといった目先の「活性化」だけを考える  
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ことである。したがって一番注意を払うべきこ  

とは、観光客が快適な旅を満喫するための環境  

を整備することであると思われる。それはイン  

フラ整備であり、景観保存である。観光客は高  

層ビルや変わったデザインの建築物を観に京都  
に来るわけではない。低い屋根の向こうに見え  

る東山、北山の風景や寺社の塔等を観に来るの  

である。観光産業を基幹産業とみなし、その振  

興に努めるつもりなら観光客を無視した政策は  
成り立たないであろう。   

またそれと共に、「京都」が住民にとっても暮  

らし良い魅力のある街にならなければいけない。  

住民自身が活力に溢れ、街への愛着を持ってい  

るような都市に観光客はやっ七くるのではない  
だろうか。これからは、観光客を無理なく迎え  

入れられる都市空間と同時に地域の住民が「豊  
かに」暮らせる都市空間とが両立していること  
が「京都」に求められるだろう。観光客にとっ  

て、またそこで生活する住民にとって快適なま  

ちづくりを行なうことが1997年を「観光振興元  

年」と位置付けた京都市のとる施策ではないだ  

ろうか。  

れる。   

それに加えて、公衆便所や案内所・案内板な  

どの施設の充実、史跡や寺社・文化財を含む環  

境や町並みの景観保全も整備の一つとして数え  

られる。楕泊施設の観光客のこ－ズに応えた充  

実策（中小旅館の保護を含む）も要求されるだ  

ろう。宿泊施設に関しては、京都の特色を活か  

した施策をとることも考えられる。昔ながらの  

旅館や町家に泊まって京都の雰囲気に浸る、と  

いった趣向などである。これには、廉価で利用  

しやすい中小旅館の保護や国内ホームステイの  

ような制度を作るなどの政策が必要であろう。  

つまり、観光客のもつ「京都像」せ保ったまま  

既存の観光資源（交通機関や施設、環境・景観  

など観光客のみならず住民生活に密接にかかわ  

りのあるものが多い）を利用しやすいようにグ  

レード・アップすることが最初に求められてい  

るのである。   

京都において観光政策を推進する上で念頭に  

置くべきことは、F観光客は京都に・しかない伝  

統、文化、名勝を観に来るのであって、決して  
目新しいものを求めてくるのではない』という  
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Ⅱ 観光振興をめぐる不協和音   

ないのは夏・冬で8月・2月。春と秋とをくら  

べると、春よりも秋の方が多いようで、秋の客  

数を100とすると春は80雀虔、という回答を中  

堅タクシー会社と宿泊施設から得ている。   

他には正月に初詣客で賑わう神社や12月にお  

歳暮で増える漬物屋、という例外もある。  

③修学旅行 時期的には春（4～6月）に小・  

中学校の、秋（9～12月上旬）に高校の修学旅  

行が多い。ただし、修学旅行生の利用は各施設  

によって全く異なる。①で挙げた、利用客の8  

割が修学旅行という旅館（年間約100枚、ほと  

んどが2泊）や、4－5割程度と推測している  

観光施設などは多いほうで、高級旅館や中・高  

年層をターゲットにした観光施設は利用はほと  

んどない、としている。いずれにしても利用数  

は減少している、という回答が多かった。   

その中で交通機関、特にタクシー会社は修学  

旅行の利用が着実に増えてきているようだ。  

1978年に修学旅行の扱いを始めた大手タクシー  

会社は現在年間約230校、人数にして約45．000  

人の利用がある、という。また別の中堅タク  

シー会社は7～8年前から取り扱い始めたそう  

である。ただし年々増加してはきたが、これか  

らは生徒数の減少や修学旅行の海外流出などで  

先行きは厳しい、との見通しも示された。  

④タ＝司人の利用 最近はアジア各国からの客が  

増加しているようである。外国人向け旅館、修  

学旅行旅館がアジアからの客がふえていると回  

答したほか、右京区の観光施設は中国、韓国か  

らのツアーが多いと、また商店街組合も台湾、  

韓国人の客が多いと回答している。しかし、高  

級旅館は欧米人が圧倒的多数と回答している他、  

外国人向け旅館もまだまだ人数は欧米人が多数  

を占めていると述べている。これは、欧米人は  

明らかに自分たちの文化と違う「日本」の文化  

を体験しようと、「和」を味わわせてくれる日本  

旅館を選択したり、あるいは比較的廉価でサー  

ビスの簡素化されているような宿泊所（ここで   

前車では京都を訪れる観光客がどのような行  

動を取り、どのような感想・要望をもったのか、  

という点についてアンケートを分析した。では  

その観光客を迎える側は京都の観光をどうとら  

えているのだろうか。本章では観光に関係する  

業者、京都市の住民、行政（京都市）の順で私  

たちが1996年秋に実施したアンケートヒアリ  

ングをもとにまとめていく。  

1節 観光業界の苦悩と挑戦  

私たちは1996年10～11月にかけて京都市の  

観光関連の会社・団体にヒアリング調査を行  

なった。その目的は観光関連業者は、京都観光  

の現状をどう捉えているのか、多くの客にきて  

もらうためにどのような取り組みをしているの  

か、行政の取り組みをどう評価しているのか、  

何が京都観光の課題であると考えているのか、  

といったことを知ることである。   

ヒアリングは、宿泊施設、観光施設、土産物  

屋、寺社、交通機関の5業種にわけ、各業種内  

で規模等の違う3～4社に対して行なった。基  

本的には各社に出向き、直楼担当者に聞くこと  

としたが、一部電話ヤフアックスで貸間を行  

なったものもある。では以下質問の内容別に結  

果を見ていくことにしよう。  

①どのような年代・性別の客が多いのか ほぼ  

すべての施設・機関で女性の方が男性よりも多  

いという答えが返ってきた。これは京都には男  

性の「遊び」の要素が少ないからだ、という回  

答もあり、京都は健全な観光都市だといえる。  

年代的には20代のOL、40～50代の主婦層が  

多いようである。ただし、高級旅傑では40代以  

上が圧倒的に多く、また8剖以上が修学旅行と  

いう旅館もある。  

②オンシーズン・オフシーズン この質開に関  

しても各施設ごとの差はほとんどない。つまり、  

客が多いのは春・秋で4・5月と10・11月。少   
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いう外国人向け旅館）に慣れていることが原因  

だと思われる。また、アジアからの観光客は和  

風の旅館に泊るということにこだわりをもた  

ず、洋式のホテルに宿泊する傾向が強いことも  

複数のヒアリング先から聞いている。ただ、円  

高により客数は全体としては減少傾向との声が  

ほとんどである。   

交通機関では、鉄道の駅で、関西国際空港開  

港後外国人客が大幅に増加した、という声が聞  

かれた。タクシー会社も、エージェントを通し  

予約を受け付ける中堅会社や、社内に英会話ク  

ラスを設けた大手の会社など力を入れているこ  

とを伺わせる。寺社は「訪問はあるが人数まで  

はわからない」という回答ばかりだった。  

⑤近年の客数の増減・客層の変化  

a客数の増減1995年の阪神大震災で大幅に減  

少した、と回答した施設は聞き取った15施設中  

11施設に及んだ。取材した1996年秋の時点では  

以前の水準に回復した、というところがほとん  

どだったが、回復はしたものの以前の水準には  

達しない、と回答した寺社もある。全体の流れ  

としては、微減傾向の中、大阪市の鶴見緑地で  

「匡順き花と緑の博覧会」が開かれた年に上昇し  

ピーク。その後は再び減少し、平安建都1200年  

でさまざまなイベントが開催された1994年に再  

び上昇するも1990年には及ばず、1995年の阪神  

大震災で打撃を受ける、というパターンがほと  

んどだった。しかし、大手タクシー会社はここ  

3年ほどは観光客の利用が増加している、と回  

答した。これは同社が価格競争で他社よりも有  

利であるからだと思われる。  

b客層の変化 ほとんどが変化なし、と答えて  

いるが、不況の影響で企業の招待旅行が減少し  

た、との匝答が2件（高級旅館と中堅タクシー  

会社）あった。  

⑥他の業者とのタイアップ 旅行代理店と契  

約、あるいは代理店へ売り込みを図る、という  

回答が5件あった。やはり、ツアー客を獲得で  

きれば大きいのであろう。その他バス・タク  

シー会社と土産物屋とが協力し、客を土産物屋  

に連れてくるという形のものがあった。   

他には、修学旅行旅館で付近の同業者と共同  

宣伝を行なったり、共同の仕入れ会社を設立し、  

コストダウンを図るという例もある。  

⑦独自の取り組み 観光施設、土産物店ではラ  

ジオ・雑誌・新聞などへ広告を出すところが目  

立った。中堅タクシー会社も兼行雑誌や新聞に  

広告を出すという。やはり効果は高いようであ  

る。寺社でも行事の度に報道機関を呼ぶ、と  

いった宣伝活動を行なうところもある。また、  

（砂と重なる部分もあるが、旅行代理店へ売り込  

みを図るという観光施設・交通機関もある。   

宿泊施設では上記のような宣伝活動はしてい  

ない。外国人向け、修学旅行向け、高級旅館と  

タイプの違う3つの施設のいずれもが、日本の  

文化や日本らしさといった「和」や人と人との  
ふれあい、サービスに重点を置いている。また、  

ある修学旅行旅館はインターネット上にホーム  

ページを開設し、世界へ情報を発信している。  

⑧行政の取り組みに対して 行政との関係につ  

いては、友好的にやっている、と修学旅行旅館  

が答えたが、大手タクシー会社は民間との連携  

がうまくいっていない、宣伝がへただ、と回答  

したほか、不信感をもっている、と答えたとこ  

ろもある。また内容についても、取り組みが消  

極的、予算が少ない、交通問題を解決するべき、  

テーマパークを誘致すべき、町並みも保存すべ  

き、と抽象的なことから具体的なことまで多岐  

にわたった。  

（勤京都観光全般についての意見 寺社のような  

施設だけではなく、町並みや景観など本当に京  

都らしい雰囲気をつくるべき、という高級旅館  

の回答もあったが、交通機関、土産物店、商店  

街の組合など複数の業種から新しいイベントや  

テーマパークを求める声が出ている。また、あ  

る観光施設では、京都の落ち着きや安らぎとい  

うイメージを持つのは大人の人だと思う。だか  

ら若い人をひきつける要素がないのではないか、  

と回答した。   

また観光関連事業者が横の連絡を取り合って、  

トータルな取り組みをすることが必要と答える  

一方、団体の加盟は付き合いの意味合いが強い  

といった消極的な意見、また価格の高い旅館が、  

そうでない旅飽に対して優等意識があるので、  
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じめて商売が成り立つといえるだろう。この辺  

りの差が新しい施設を誘致する姿勢の差となっ  

て表れているのではなかろうか。   

どの施設も観光客が減少している、という現  

実は同じであるが、それにどう対処するかとい  

う考え方が180度違うことになる。これが観光  

関連業者の足並みが揃わないひとつの大きな原  

因であるといえよう。そしてそれが、行政に対  

する要望も大きな力を持ち得なくしているので  

はなかろうか。京都にくる観光客を増やしたい、  

という考えは同じなのであるから、各業者が協  

力し少なくとも案内板や公衆便所の整備、ゴミ  

を減らし街を美しくする、といった点からでも  

改善していくべきだと思う。新しい施設に関し  

てはこれらが実行されてから議論しても遅くは  

ないように思う。  

2節 観光都市と住民生活一京都市住民ア  

ンケート集計結果一  

京都の観光業は、京都市内に散在する歴史的  

遺産や観光施設を基盤にして成り立っている。  

観光客にとって観光は「非日常」の体験である  

が、観光都市の住民にとっては、日常生活を常  

に「観」られることでもある。別の言い方をす  

れば、住民の日々の生活が観光都市としての街  

の姿を良い意味でも悪い意味でも作りだしてい  

るといえる。したがって観光業の藩輿を考える  

際には、住民生活との関係を無視することはで  

きないのである。そこで本節では、独自アン  

ケートの結果を活用しながらこの問題を検討し  

ていきたい。  

（D回答者の属性 この節で使用するアンケート  

は次のようなものである。1996年10月、京都市  

上京区、左京区、右京区、南区、伏見区から各  

50世帯ずつ計250世帯を対象にボスティングに  

よるアンケートをおこない、71世帯から111通  

の回答を得た（表Ⅱ－2－1）。回答率は28．4  

％である。回答者の属性は男性44．1％、女性49．5  

％、不明6．3％、年齢別にみると20～30代18．9  

％、40－50代34．2％、60代以上39．6％であった。  

②高い「観光都市」意識 京都市はどういう郡   

旅館業界全体の団結は不可能といった声も聞か  
れた。   

他には案内板や公衆便所の不備をあげる回答  

がある。  

⑲その他 以上の質問の他に各業種に合わせた  

質問を設定した。その中から2つを取り上げる。  

a後継者の問題 土産物・宿泊施設に対してこ  

の質問を設定したが、今回のヒアリングのなか  

では問題がある、と答えたところはなかった。  

数年前はとくに旅館の後継者問題が大きかった  
が、旅館の淘汰が急速に進むなかで、この間題  

は表面に出なくなってきている。  

b交通問題 タクシー、バス業界に道路・交通  

問題について意見を求めた。やはり乗り入れ規  

制をするべき、という意見がタクシー2社から  

出された。とくにシーズン中の大原、高雄、嵐  

山といったところでは身動きが取れないという。  

ただしこの点を行政側に業界として申し入れを  

行なってはいない。   

他には京都駅のタクシープールの拡張を求め  

る声があった他、商店街の組合からは、市電の  

廃止は大失敗であり、またパス乗り場は現状で  

はわかりにくすぎる、という意見も出されてい  

る。  

（∋～⑬の質問について見てきたが、とくに（参  

以降に関して言えば、各業種間で、また業種内  

でも京都観光に対する認識のずれがあることは  

確かである。ひとつは京都らしさ、日本の伝兢  

や文化を保存すべき、という立場であり、もう  

ひとつは新しいイベントやテーマパークを誘致  

しようという立場である。前者の立場を取るの  

は主に「和」を売り物にする旅館業界などであ  

り、後者の立場を取るのは観光施設や交通業界、  

土産物屋といったところである。もっとも後者  

の意見を持つほうも町並みの保存はするべきで  

あると考えているところがほとんどである。考  

えてみれば後者の施設は必ずしも「京都」とい  
う街のイメージに合うように造られたものばか  

りではなく、他都市でも営業していける業種ば  

かりである。前者はやはり古都のイメージのあ  

る京都で「和」のイメージを客に感じさせては  
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表Ⅱ－2－1 配布地域および配布数・回収数  表Ⅱ－2－3 京都市で問題になっていること  

（鷺）  区名  配布数‘回収数  特に問題 問題  
上京区 100（50） 13  

左京区 100（50） 38  

南区   100（50） 14  

西京区 100（58） 13  

伏見区 100（50） 32  

不明  1  

景横町並みの破壊  
伝統（地場）産業の不振  

大学が市外に出て行く  
駐車場が少ない  
不明  
その他  

28．8  32．4  

2（I．7  15．3  

8．1 17．1  

5．4  10．8  

26．1  4．5  

10．9  19．9  

合計  100．0 100．0  

（資料）独自アンケート結果（住民）より  合計  500  111  

注：（）内は世帯数  

各世帯に2通ずつ配布  

表Ⅱ－2－4 将来に望まれる京都市の  

イメージ  

歴史的・文化的に価値のある都市 4寧．6  

町並みの美しい都市  20．7  

自然の豊かな都市  10．8  

その他  19．9  

表Ⅱ－2－2 京都市はどういう都市か  

（％）  

観光都市  81．1  
地場産業都市10．8  

その他  B．1  

合計  100．0  

（資料）独自アンケート結果（住民）より  

（資料）独自アンケート給果  

（住民）より  

表Ⅱ－2－5 京都市の観光振興策について  

（％）  

観光産業にもっと力を入れるぺき  58．1  
観光以外の産業の育成に重点をおくぺき  21．0  

わからない  14．3  

その他  6．6  

市か（表Ⅱ－2－2）という開いについては、  

観光都市という意見が81．1％あり、住民のほと  

んどが京都市を観光都市と考えていることがわ  

かる。  

③深刻化する地場産業の不振 京都市で問題と  

なっていること（表Ⅱ－2－3）としては、景  

観破壊と地場産業の不振が多く挙げられている。  

表Ⅱ－2－2をみると住民のほとんどが、京都  

を観光都市とみなしているにもかかわらず、観  

光客の減少を問題点と見ている人は少ない。こ  

れは観光客数が減っても生活に直荏影響がでな  

いためと考えられる。逆に西陣をはじめとする  

地場産業の不振が地域や年代にかかわらず大き  

な影を落としているといえる。  

④将来的に古都のイメージを大切にしたいとい  

う住民の声 将来に望まれる京都市のイメージ  

（表Ⅱ－2－4）については、上位3項目で全  

体の80％以上を占め、京都市は先進都市として  

よりも、古都のイメージを大切にするべきだと  

合計  100．0  

（資料）独自アンケート結果（住民）より  

いう住民の考えが読みとれる。  

⑤観光振興を重要視 京都市の観光振興策につ  
いて（表Ⅱ－2－5）は、観光業にもっと力を  

入れるべきだと考える人が58．1％にのほってい  

る。観光以外の産業の具体例としては地場産業  

を挙げた人が多い。表Ⅱ－2－3の間において  

観光客の減少をそれほど問題とみなしていない  
にもかかわらず、観光業は大切というのは不思  

議なことである。京都があまりに巨大な観光都  

市であるため、多少の減少は問題ないというこ  

とであろうか。  

（釘新たな観光施設は不要論が多数 新たな観光  

施設は必要か（表Ⅱ－2－6）という問いでは、  

新たな観光施設は不要と考える人が63，6％と多  
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表Ⅱ－2－6 新たな観光施設は必要か  
（％）  

表Ⅱ－2－8 その1  

京都駅ビルの高層化について  
（％）  必要である 29．9  

不要である 63．6  

分からない 5．6  

その他  0．9  

竿成  30・9  

反対  37．3  

ビちらでもない  30．g  

知らない  0．9  合計  180．0  
合計  100．0  （資料）独自アンケート結果  

（住民）より  （資料〕独自アンケート結果  

（佐民）より  

表Ⅱ一2－7 景観保存についてどう思うか  

（幻  

表Ⅱ－2－8 その2  

京都ホテルの高層化についてどう思うか  
（幻  景観保存は必要 85．3  

景観保存は不要  4．6  

分からない  6．4  

その他  3．7  

景観破壊である  31．0  

景観破壊とはいえない 47，8  

仕方ない  17．0  

分からない  5．0  合計  100．0  

合計  100．0  （資料）独自アンケート結果  

（住民）より  （資料）独白アンケート結果  

（住民）より   

く、住民は現在の京都のイメージのままでよい  

と考えているようである。新たな施設が必要と  

した人はテーマパークをはじめとして若者の集  

うような現代的な施設を望んでおり、私たちの  

行なったヒアリング調査における京都市側の考  

えと同じである。  

⑦強い景観保存必要論 景観保存についてどう  
思うか（表Ⅱ－2－7）という開いについては、  

必要という意見が85．3％と圧倒的であり、住民  

は景観の保存を求めている。これは表Ⅱ－2－  

4の開いにおいて、将来に望まれる京都のイ  

メージとして圧倒的に多かった「歴史的・文化的  

に価値のある都市」という回答に共通するもの  

があると考えられる。  

（む評価がわかれる景観問題 京都のまちづくり  

について（表Ⅱ－2－8、その1～その3）は、  

表Ⅱ－2－7の問いにおいて景観保存を必要と  

答えた人が85．3％と圧倒的にもかかわらず、い  

ずれの開いにおいても意見がわかれている。こ  

こで思うのは、何をもって環境破壊とするかで  
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表Ⅱ－2－8 その3  

都市高速建設をどう思うか  
（％）  

賛成  30．3  

反対  4－2．4  

どちらでもない  22．2  

知らない  5．1  

合計  100．0  

（資料）独自アンケート結果  

〔住民）より  

ある。開発と環境破壊の境界、その必要性など  

問題は複雑である。  

⑨マイカー乗り入れ境制の要望 観光客のマイ  

カー乗り入れ規制について（表Ⅱ－2－9）は、  

さすがに親和するべきという回答は7．2％と少な  

い。もっと厳しくすべきという回答が41．2％で  

もっとも多く、現状でよいとする回答は33．0％   



重要であり、京都が国の財産であるとしても、  

そこで生活をする人がいる以上、住民の意見が  

最優先されるべきであろう。文化財保護のため  

にさまぎまな規制が必要であるとしても、それ  

が住民の犠牲を強いるものであってはならない。  

これからの京都の観光業はどうあるべきなので  

あろうか。次節では、行政の取り組みについて  

みていきたい。  

3節 行政と住民  

［1］京都市観光施策   

京都市の観光客数は、1975年に3β04万人に  
なって以来、多少の増減はあるものの横ばい状  

態が続いている。しかし、その利用交通手段や  

宿泊施設などは変化してきており、旅行客の年  

齢層、旅行形態なども変化している。観光客の  

こ－ズの多様化した現在、観光都市として生き  

残るための行政の取り組みが必要となってきて  

いる。実際に京都市は観光を柱に据えた地域振  

興指針「京都府観光産業振興ビジョン」の作成  

に取り組み始めている。これは観光を起爆剤に、  

地域の特色を活かした新産業の創出や、雇用の  

創出など幅広い産業分野への波及効果を狙った  

もので1998年を目途にまとめられる予定である  

（F日本経済新聞』1996年11月19日付）。ここで  

は、現在までの京都市の観光施策のいくつかを  

具体的に見てゆく。  

①観光設備の整備状況 観光客を迎え、満足し  

てもらうためには、観光設備が整っていなけれ  

ばならない。京都市では、ユースホステルの運  

営維持、観光標識の整備、観光トイレの維持、散  

策コースの開発などを行なっている。しかし、  

観光標識の敷か少なくわかりにくい、観光トイ  

レの数が少ない、汚いなどの声も聞かれる1）。ま  

た標識には英文が併記されているものもあるが、  

名所説明立札などでは少なく、毎年、多くの外  

国人が訪れる観光都市として、まだまだ不十分  

ともいえる。  

②京都観光文化情報システムの整備 情報化時  

代の世の中で、顧客を創造し、リピーターにし  

ていくためには、積極的に京都の情報を蓄積し、  
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表Ⅱ－2－9 観光客のマイカー乗り入れ  

規制について  

（射  

もっと厳しくすべき 41．2  

緩和すべき  7．2  

現状でよい  33．0  

分からない  14．4  

知らない  4．1  

（資料）独自アンケート結果  

（住民）より  

表Ⅱ一2－10 観光公害についてどう思うか  

（幻  

大変因っている   37．8  

少し因っている   43．9  

全く因っていない 10．2  

どちらでもない  8．2  

（資料）独自アンケート結果  

（住民）より  

であった。  

⑲極めて高い観光公害へのクレーム比率 観光  

公害についてどう思うか（表Ⅱ－2－10）につ  

いては、なんらかの観光公害に因っている人は  

実に81．7％に及ぶ。京都市を観光都市として認  

めながらも、被害感をもっている住民が圧倒的  

多数を占めていることは、注目すべき点である。  

⑬住民からみた京都市の観光業 上記のアン  

ケート結果およびアンケートの自由回答から、  

住民の大半が京都を観光都市として認識し、観  

光業の重要性を認めていることがわかる。しか  

しながら、そのための手段として、新しい観光  

施設を望む人、京都の歴史的価値を重視する人  

などその考え方はさまざまである。景観問題に  

ついても、ほとんどの人が景観破壊にたいして  

反対であるにもかかわらず、何をもって景観破  

壊とするかの意見は分かれるところである。ま  

た観光業により直接恩悪をこうむる人は一部に  

すぎず、ゴミの散乱や、交通渋滞などの観光公  

害に悩む人が多いことも事実である。観光業が  



発信していかなくてはならない。京都市では、  

京都市観光基本構想を受けて、1992年度から京  

都観光文化情報システムの開発に取り組んでい  

る。このシステムの目的は、膨大な観光関係情  

報を収集整理し、必要な情報を迅速に掟供する  

ことである。具体例としては、現在デジタル化  

技術を利用した文化財画像データベースの構築  

に乗り出している。これが実現すれば、神社仏  

閣や仏像、壁画などの文化財のデジタル画像を  

見ることができるようになる（F日本経済新開』  

1996年11月20日付）。  

③観光宣伝 プロモーションは、いうまでもな  

く、顧客創造に重要な役割をになうものである。  

国際宣伝については、国際観光振興会との連携  

のもとに、海外宣伝の強化を囲っている。匡‖勾  

宣伝についても、観光客誘致宣伝と受け入れ体  

制の充実を図るとともに、観光関連諸団体で  

「京都観光客誘致対策協議会」を組織し、積極的  

に誘致活動を行なっている。具体的な活動とし  

ては、広域観光事業、様々なキャンペーン、コ  

ンベンション振興などさまざまである。  

a．広域観光事業 京津奈広域観光事業など近畿  

圏の他都市と共同のキャンペーンを行なってい  

る。この事業は、移動可能範囲の人口の集客を  

図るものである。  

b．キャンペーン活動 三都物語‥・京都・大阪・神  

戸三都市と、JR西日本が一体となって全国的  

に行なっているキャンペーン。   
三古都キャンペーン…古都としてのイメージ  

が共通している京都・金沢・松江とJR西日本が  

共同で行なっている。JRと捷携しているのは、  

京阪神がJR西日本の集客路線であるからと思  

われる。  

c．コンベンション振興 コンベンション振興は、  

海外における京都の知名度をあげることにつな  

がり、また、内外の人々との交流虐通じて、観  

光産業をはじめとする関連産業の発展に役立つ。  

さらに、コンベンションの振興は、国の代表と  

して、文化の発信機能を発展させることにもな  

る。そのため京都市は、コンベンションの誘致  

に力を入れている。  

④交通問題対策 京都市では、観光シーズン  
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に、観光バスやマイ中一が集中し、問題となっ  

ている。1973年になされた「マイカー観光拒否  

宣言」は、十分な成果をあげてはいない。パー  

ク・アンド・ライドシステムにしても、現状下で  

は比較的都心近くに数千台以上の収容能力をも  

つ駐車場を作らなければ効果は期待できず、か  

りに出来たとしてもより多くの観光客がマイ  

カーで訪れるようになる可能性もあり、問題が  

多い。そこで京都市は、現実策としてF21世紀  

（2001年）の京都観光ビジョン』2）のなかで、3  

つの方賓を礎言している。  

a．道路情報告知システムの設置 渋滞情報を流  

すことにより、マイカーの分散をはかり、交通  

渋滞を緩和する。  

b．観光バス受入れ体制の充実 観光地の駐車場  

の混雑が原因で近辺の交通渋滞を生み出す場合  

がある。そこで、団体客の分散を図るため、他  

の地区に駐車場を確保する必要がある。そのた  

めにも、観光バス用の地下駐車場の建設などが  
考えられている。  

c．シャトルバスの運行 観光客は、特定の社寺  

などに集中する傾向がある。そのために、観光  

客の特に集中する東山と嵐山にシャトルバスを  

運行し、交通問題の解消に役立てる。  

⑤景観保存策 先のアンケートにみられるよう  

に、住民は環境保存を願っている。京都市は、自  

然景観については「風致地区」、歴史的風土につ  

いては「歴史的風土特別保存地区」、伝統的な町  

並みについては「伝統的建造物群保存地区」や  

「歴史的界隈景観地区」に指定して保存を囲って  

いる。  

［2］行政と住民   

観光板興について考えるに当たって忘れては  

ならないのは、そこに生活する人がいるという  

ことである。観光業が京都の経済において重要  

な位置にあることは否めないが、そのために住  

民を犠牲にすることがあってはならない。現時  

点において、観光公害に悩まされる住民も少な  

くない。観光公害、景観問題、交通問題のいず  

れにおいても京都市はそれなりに取り組んでい  

るが、いまだ画期的な方策が採られたとは考え   



にくい。特に、景観問題については、住民の中  

でも意見の別れるところであり、その対処も困  

難と考えられる。しかし、日本有数の観光都市  

である京都がこれらの問題を解決することは、  

他の都市の手本ともなるはずであり、住民と一  

体になった観光政策が望まれる。  

以上観光業者、住民、行政の三者について見  

てきた。京都の現状についてさまざまな問題が  

あることがおわかりいただけたと思う。交通問  

題に関しては観光業者も住民もその多くが不満  
に思っているし、ゴミや景観破壊についても問  

題と思っている人が多い。しかし行政の対応は  

というと、それらについて十分に満足できる取  

り組みはできていないと思われる。   

行政の観光に対する取り組みは誘客宣伝活動  
が主である。3節でも取り上げたようにさまざ  

まなキャンペーンを行なっている。しかしこの  

ように観光客を誘致する取り組みはあっても、  

京都にきた観光客に満足してもらうという視点  
がまだまだ足りないのではないだろうか。それ  

は案内標識や公衆便所の不備であったり、不便  

な交通機関であったり、ゴミの散乱する街で  

あったり、というところに現れているのではな  

かろうか。   

また、京都にくる観光客は「京都らしさ」を  

求めてくるのに、その要望に応え切っていない  

ように思う。Ⅱ章2節で明らかになったよう  

に、観光客は目新しい施設を京都に求めてはい  

ないし、新しい施設のない点に不満を感じてい  

るわけでもない。たしかに、京都を訪れる観光  

客は減少している。しかし、これを解消するた  

めに新しい施設を造れば、これによって京都に  

魅力を感じなくなる層があるはずである。そし  

て、魅力を感じなくなる人の数というのは、業  

者や行政が思っている以上に多いというのが、  

観光客にアンケートを取ったあとの感想である。  

そして、観光業界は、観光客のニーズをきっち  

りとはつかんでいないのではないか、と観光客、  

観光業界の両方を取材して思った。  

1996年夏、私たちは岐阜県の高山市で合宿を  

行なった。街を歩いてみて、道端にゴミーつ落  

ちていないのに驚かされた。こういう点は京都  

も大いに見習わなければならないと思う。次章  

では、その高山市について見てゆくことにする。  

1）F平成3年虔第2回市政モニター報告書  

京都の観光について 調査の概要』51→  
55ページ   

2）1992年1月京都市発行  
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Ⅳ 小京都・高山から学ぶ   

つ風情とやすらぎにあるといえよう。私たちも  

観光客に対するアンケート調査（1996年8月29  

日実施）を行なったが、やはり女性が高山に対  

してよい印象をもつ傾向があり、さらに土産物  

なども女性の方が多く買っていくということが  

分かった。実際、観光スポットでも若い女性の  

姿が多く見受けられたように思える。   

さらにF観光統計』によると、宿泊客の消費  

額は日帰り客の消費額の約3倍になるという。  

観光都市にとって宿泊客の確保は極めて重要で  

ある。温泉や大きな歓楽街を持たないにもかか  

わらず、高山は宿泊客の確保に成功していると  

いえる。やはり、高山を訪れる観光客には落ち  

着きある「小京都」の風情にじっくり浸って精  

神的にリフレッシュしたいという希望があり、  

またそういった希望に応えられるように、南山  

全体がそういった雰囲気を維持しているのがそ  

の理由だろう。   

観光客に占める宿泊客の割合は、1991年から  

1995年の5年間で、年平均43．3％で変化はあま  

りなく安定している。   

とはいえ、実際私たちが行った旅館・ホテル  

に対するヒアリング調査（1996年8月29日実  

施）では、宿泊業者は全般的に宿泊客の減少に  

不安を感じていることが分かった。1996年は全  

国的に0－157による食中毒が流行したこと  

もあり、これが先の不安原因となっていること  

は否定できないが、ここ数年の観光客の減少傾  

向も原因になっているといえよう。   

高山市の基盤となっている産業は、旅館・ホ  

テルといった宿泊業や、土産物屋・飲食店など  

の観光業、そしてそれに関連する産業、伝統工  

芸などの地場産業である。したがって、少しで  

も観光客が減少すると高山市の掛斉全体が被害  

を受ける。観光客とりわけ宿泊客の減少傾向を  

いかにして食い止めるかが、今後の高山市全体  

の課題であると行政、企業、住民がともに認識  

しているところに観光都市・高山の大きな特徴   

この章では、岐阜県の高山市についてレポー  

トする。高山市は、江戸時代以来の城下町の面  

影を残しており、「／ト京都」としても有名な都市  

である。毎年、観光客が多くたずねている。市  

民経済も観光業やそれに関連する産業に支えら  

れている。現在の高山の観光動向を探り、高山  

市観光業の抱えている問題を出し、またそれを  

打開するためにどのようなことを行っているか。  

そして景観保存は観光都市にとってどのような  

意味があるのか。市民生活への影響はどうなの  

か。行政はどのような対応をしているのか。そ  

して、観光都市における住民運動の役割は何な  

のか。これらのことを考えていくことにより、  

京都市の将来の観光都市像を考える上での参考  

にすることが本章の目的である。  

1節 観光都市・高山の現状  

高山市の観光動向について、高山市商工観光  

部観光課が作成したF平成7年観光統計』を参  

考にしつつ論評を加える。   

高山市への観光客入り込み数は、1986年から  

1995年の10年間で年平均230万人だが、1990年  

の、251．8万人をピークに微減傾向にある。しか  

し、1995年の観光客入り込み数は228．5万人で、  

近年の海外旅行ブームや京都の観光客動向のこ  

とを考えると、よく健闘しているのではないか  

と思われる。   

性別については、女性の観光客が多い。年齢  

は10代から20代が多い。「′ト京都」は女性に人  

気があると一般的にいわれているが、それだけ  

でなく若者にも好まれているということが分か  

る。   

高山への観光の目的は、やはり、「名所・旧跡  

を見る」「町並みを見る」「保養・休養」「自然・  

風景を楽しむ」といったことが主で、日帰り客  

の割合が大きいが宿泊客も多くいる。これらの  

ことからも、高山観光の魅力は歴史的景観のも  
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がある。  

2節 受け入れ体制の整備と住民  

飲食店・土産物屋や伝統工芸品などの工業な  

どの業界では、後継者の育成や、競争力をもた  

せるために、また知名度を高めるために商品の  

ブランド化を行なっている。   

旅館・ホテルなどの宿泊施設は、特別なこと  

をするのではなく、食事や接客といったソフト  

面におけるサービスの向上を図っているようで  

ある。そして客とのコミュニケーションをとる  

ことに力点を置いている。   

行政も積極的に地場産薫製品のPRや観光案  

内に力を入れている。飛騨高山観光誘致推進協  

議会や社団法人飛騨高山観光協会と連携し、各  

種イベントやキャンペーン、飛騨高山展による  

観光宣伝、マスメディアによる取材・放映、国  

際観光都市としての受け入れ体制の充実など積  

極的な誘客宣伝活動を行なっており、1995年に  

は首都圏の観光客誘致を囲るため、飛騨高山観  

尭客誘致促進東京事務所、通称「飛騨高山藩江  

戸屋敷」を開設した（高山市発行F第6次総合  

計画』から引用）。   

私たちは1996年9月に高山市民に対しても郵  

送アンケート調査を行なった。無作為抽出の  

200人に協力をお願いし77人から回・答を得た  

（回答率38．5％）。   

このアンケートにおいて、特に高山観光に対  

する考え方や問題点、そして行政に対する不満  

に着目すると以下のような結果が得られた。  

［1】高山住民アンケート結果の分析  

①観光都市であることに対する自己認識度  

「現在の高山市はどのような都市だと思います  

か」（択一回答）という質問に対して、次のよう  

な結果が得られた。   

表Ⅳ－2－1によると、実に9剖の回答者が  

高山市は観光都市であると答えている。高山市  

民は高山市を観光都市であると認識していると  

いえよう。  

②高山市で最も問題になってること 表お－  

2－2からわかるように、地方都市に共通する  

交通アクセス不備や、地元の職場不足、若者の  

大都市流出による活力低下が浮彫りとなった。  

また、駐車場が少ないという意見からは、春・  

夏・秋の観光シーズンに街中車だらけになると  

いった路上駐車等の観光公害が想像される。私  

たちは、高山は徹底した路上駐車取締まりをし  

ている印象をもったが、それでもなお住民とし  

ては不満があるようだ。F観光統計』によると観  

光客の半数が自家用車で高山にやってくるとい  

う。  

③高山市の将来像 次に、高山市の将来につい  

てどうあるべきかという聞いについては、表Ⅳ  

－2－3のとおり、小京都のもつ歴史的・文化  

的魅力を残していきたいという希望がうかがえ  

る。その反面、■印の項目についての数字から分  

表Ⅳ－2－1住民が思う高山市のイメージ  

項  目   比 率   

観光都市   90．9％   

地場産業都市   5．2％   

商業郡市   1．3％   

エ業郡市   1．3％   

田園都市   1．3％ ．   

（資料）独自アンケート結果による  

表Ⅳ－2－2 高山市における諸問題  

（複数回答可）  

項  目   比 率   

職場が少ない   48．1％   

交通が不便   33，8％   

著者が市外へ出て行く  32．5％   

駐車場が少ない   28．6％   

（資料）独自アンケート結果による  
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かるように、大都会のもつ要素を高山市がもつ  

べきだと考える傾向は非常に少ない。  

④高山市の観光振興策について ここは高山市  

民の意見が分かれたところである。表Ⅳ一2－  

4を見てみよう。観光業の発展に満足している  

人、さらなる発展に期待している人と、考え方  

の差が結果に出たとうけとれるが、さらに考え  

るならば、高山市が観光都市であるからこそ、  

現状以上に観光産業そのものをもっと活発化す  

るべきという考えと、観光産業以外の産業基盤  

を整備することが高山を観光都市としてさらに  

魅力的にするという考えが、このアンケート結  

果からうかがうことができる。  

⑤新たな観光施設 旧来からの観光スポット以  

外に新たな観光施設をつくるべきかどうかを問  

うたものである。この後で述べることになるが、  

高山市民は圧倒的に景観保存派が多い。しかし、  

表Ⅳ－2－5からわかるように、「新たな観光  

施設」が必要だとする声が56％にも達する。こ  

の結果は意外に感じられる。その原因は第一に、  

高山市は観光都市である割に観光スポットが少  

ない。第二に、もっと観光客が来てほしいと高  

表Ⅳ－2－3 将来に望まれる高山市の  

イメージ（択一回答）  

山市民が積極的に考えている、ということが考  

えられる。  

（む景観保存について 景観保存の是非について  

は、表Ⅳ－2－6のとおり、景観保存を必要と  

する回答が、93．5％と圧倒的で、住民が一致して  

景観保存を必要としているのが分かる。この景  

観保存に対する意識は町並み保存や環境美化に  

多大なる影響を与えているといえる。景観保存  

の意思を皆が持ってはじめて住民運動が展開で  

き、町並み保存が実現するのである。  

⑦観光都市としての発展による影響 表Ⅳ－  

2－7のように観光業の発展によって多くの市  

民が高山の知名度を上げることができたと考え  

ているが、中には観光業の発展が、景観の維持、  

ひいては住環境の維持に貢献していると考えて  

いる人たちも無視できない割合でいる。  

表Ⅳ－2－5 新観光施設の必要性（択一式）  

項  目   比 率   
新たな観光施設は必要である   55．8％   
新たな観光施設は必要でない   Z7．3％   
分かちない   10．4％   

その他   5．2％   

不明   1．3％  

（資料）独自アンケート結果による  

表Ⅳ一2－6 景観保存の必要性（択一式）  

項  目   比 率   
自然のtかな郡市   4g．4％   

歴史的・文化的に価値のある郡市   15．6％   

町並みの美しい郡市   10．4％   

庶民性生かな都市   9．1％   

地場産其の盛んな都市   9．1％   

情報化の進んだ都市t   Z．6％   

高度に経済が発展した都市－   1．3％  

93．ら％   

景覿保存は不要   2．6％   
分からない   項  目  比 率  景観保存u必要          3．9％  
（資料）独自アンケート結果による   

表Ⅳ－2－7 観光業の発展に伴う影響  

（複数回答可）  
（資料）独自アンケート着果七よる   

表Ⅳ－2－4望まれる観光振興策（択一式）  
項  目   比 革   

高山が全国的に有名になった   67．6％   
景観を守ることができた   33．8％   
交通混雑で日常生靖に支障がでた■   32．5％   

落ち書いた生活ができなくなった●   13．0％   

R光産業にもっと力を入れるぺき   ヱ6．0％   

分からない   ヱ3．4％   項    目  比 串  れ光以外の産業の育成に重点を置くぺき  36．4％          その他  10．4％   
（文科）独自アンケー＝防臭による   

（資料）独自アンケート＃具による  
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しかし、その反面、◆印の項目の結果を見てみ  

ると、高山市民のなかには、交通混雑などに  

よって、観光業の発展によるマイナスの影響を  

受けている人も多いことを見過ごすことはでき  

ないだろう。   

ともあれ、高山市民が「／ト京都」高山のイメー  

ジ・風情を大切にし景観保存への思い入れが強  

いということが分かる。  

［2］行政と住民が一体になったまちづくり   

観光都市としての受け入れ体制を高山市はど  

のようにして築きあげたのだろうか。   

住民が行なったこととしては、毎年恒例の全  

市一斉早朝清掃と各町の町並保存会結成であっ  

た。   

全市一斉早朝清掃は、もともと高山市民が、  

地元を流れている宮川等の河川を自主的に清掃  

していたものが発展して、現在では全市内で清  

掃が行なわれるようになったのである。   

町並保存会の結成も、高山市の伝統的町並み  

を残そうという住民たちの自主的な活動による  

ものである。1966年に上三之町町並保存会の結  

成以降、次々と各町で町並保存会が結成された。  

伝統的町並みの住民を中心に景観保存への意識  

は非常に高く強いものとなっているようだ。私  

たちが1996年の夏に調査に行ったときも上二之  

町、上三之町といった町並保存地域は昔のたた  

ずまいをとどめており、近代建築が割り込んで  

立地しているようなことは全くなかった。建物  

を保存することは重要であるが、町全体を保存  

することはそれ以上に大切なことであるという  

ことをあらためて思い知った。町並みを維持す  

ることは大変なことであるが、観光資源を守る  

ためには必要なことである。   

さらに、このような住民の自主的な活動に呼  

応して、市も積極的に町並み保存に乗りだすこ  

とになる。  

1971年の高山市環境保全基本条例の制定を皮  

切りに続々と景観保存に関する条例を制定して  

いる。1974年には、東地区と神明町（社寺など  

文化財の多い地域）を第1種保存区域、上二之  

町と上三之町（古い町並み）を第2種保存区  

域として、市街地景観保存区域に指定した。現  

在までに保存区域の追加も行なわれている。   

景観を守ることには二つの意味があるのでは  

ないだろうか。   

まず、観光資源の維持という意味をもつ。高  

山の観光地としての魅力は江戸時代からの古い  

町並みである。この古い町並みを失うことは、  

高山市としてのアイデンティティを失うことに  

なろう。そこまでいうと大げさであるが、高山  

の景観そのものが観光客を呼ぶわけであるから  

維持する必要がある。   

次に、景観保存は住環境の維持という意味を  

もつ。高山市民は高山市に住み、生活している  

のであるから、自分たちの住環境を悪化させた  

くないのは当然のことである。住民としてその  

地で長期間生きる以上、合理性・便宜性の追求  

だけでなく、その地の風土・歴史・文化といっ  

たものも享受し、精神的にも満足して生きる権  

利を市民はもつのであり、そのためには景観保  

存は必要だといえよう。また、実際にそう感じ  

たからこそ、自主的に町並保存運動を行なうこ  

とができたのであろう。   

以上からもわかるように、魅力ある観光都市  

づくりには、観光業者の活動が必要なだけでな  

く、実際にそこに住む市民の連動とそれを行政  

がバックアップすることが大切であるといえる。  

35   



ぁわりにt京都観光の持続的な発展のために－  

［1］変容する「観光」  

1997年は京都にとって極めて重要な年になる  

はずである。というのも、環境関連では最大規  

模の締約がある気候変動枠組み条約の第3阿蘇  

約国会議（COP3）が京都で開かれるからで  

ある。この会議が成功すれば「京都議定書」と  

いう名が歴史に刻まれることになるであろう。  

環境閉講には全く熱心でなかった京都市がCO  

P3を誘致したのは、観光の閑散期である12月  

に5．000人もの人が訪れるからにほかならない。  

それを象徴するかのように、桝本頼兼市長は、  

COP3や高校稔体を含めて1997年を「観光振  

興元年」と位置付け、2000年までに観光客を  

4．000万人台に回復させることを表明している  

（F京都新聞』1997年1月7日付）。近年の流れと  

して、コンベンションも観光政策の重要な位置  

を占めさせることが多いが、この市長の発言は  

「観光」という概念を極めて広く取ったものと考  

えていいだろう。   

そもそも観光とはなにか。本書の冒頭でも引  

用したように、観光政策審議会の答申では「余  

暇時間の中で、H常生活圏を離れて行う様々な  

活動であって、触れ合い、学び、遊ぶというこ  

とを目的とするもの」と善かれている。また京  

都市の観光調査では、「観光客」を「入市者のう  

ち、観劇、スポーツ、休養等を含んだ京都観光  

をH的として来た人」‖としている。つまり前  

者の定義が指摘するように「私的な非日常」を  

楽しむ行為は押しなべて観光だと言えるのであ  

る。つまり、リッチな余暇を楽しみたい人はリ  

ゾート観光を、都会にあこがれている人は都市  

観光を、古い伝統のものが見たい人は原義的な  

意味での観光を、さらに通常観光とは呼ばない  

が他の都市でコンサートを聞きに行けばそれも  

観光と呼べる行為なのである。行政もその点は  

理解していて、コンサートホールなどのハコモ  

ノ文化装置を積極的に作り出している（もちろ  

ん文化的な市民生活も目的の→つであるが）。最   
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近は、例えば京都と大津のように近い都市でそ  

ういった文化装置をつくった結果、共倒れにな  

ることが心配されてもいる。   

ここまで観光の概念が広がれば、当然にして  

「観光産業」の概念も変わらざるを得ないであろ  

う。私たちが調査を始めて驚いたことの一つに  

観光産業の広さも挙げられよう。1993年の調  

査2〉で、観光産業は事業所割合で21．0％、従事  

者で16．6％などと出ているのだが、Ⅰ章で見た  

ようにその中には商店街・百貨店や石油小売な  

どがすべて入っていて、非常に不正確なものと  

なっている。その調査では、「直接観光売上高」  

は「観光産業の売上高」の22．3％に過ぎない。ま  

た私たちの住民アンケートで、自らを「観光関  

連業」と回答した人はほとんどいなかった。   

私たちの観光産業ヒアリング調査に当たって  

の調査対象の抽出でもかなり頭を悩ませた間邁  

であった。商工会議所には「観光部会」という  

ものが存在しているが、1企業1部会にしか所  

属できないため、これも観光業を正確に表して  

いるとは言いがたい。そういう調査の過程にお  

いて聞かれた声として、「これからは F観光産  

業』ではなくF集客産業』だ」というものがあっ  

た。この言葉は広がる観光の定義に対応したも  

のであると同時に、業界自体を見直している言  

葉でもあるだろう。観光産業である石油小売や  

駐車場は「観光効果産業」である。一方、寺社  

や映画・劇場・興行場は「観光誘因産業」であ  

ると言える。旅館やホテルはどちらとも言いが  

たい。集客産業という言葉には、産業政策の「観  

光誘因」へのシフトがうかがわれる。これは観  

光産業の通念的なイメージに近づいている一方  

で、アミューズメント施設ヤショッビングセン  

ターなど純粋に観光施設と言えるか微妙なもの  

も含むことになる。どちらにせよ従来から存続  

する誘因がカをもたない以上は新しい誘因を作  

り出すという政策的な意味合いはもっていると  

言える。神戸市が行っているような、人工的な   



観光客誘致政策も含んでいると言っていいだろ  

う。   

京都市は、修学旅行を含む従来の観光の減少  

と、多様化する観光の定義の中である意味その  

選択の岐路に立たされていると言える。  

［2］ジレンマの京都   

京都は明治維新以後ずっと岐路に立っていた  

街であった。むしろ二面性をもち続けてきたと  

言うほうが正確であろうか。それは「歴史都市  

（古都）」と「現代都市」の二面性である。歴史  

都市とは、平安京の建設から続くさまざまな文  

化や施設、伝統にほかならない。現代都市とは、  

現在においては150万人近い人口、さまざまな  

大企業本社、人を集める楽章街などといった要  

素である。この二面性は当然にして、京都の街  

をどうするかという議論の際に、幾度も表出し  

てきた。歴史都市であることを重視する人は町  

並みの「保存」を、現代都市であることを重視  

する人たちは「開発」を主張してきた。この対  

立においで「持続可能な開発」を合意すること  
ができなかった結果、資金力や権力で勝る開発  

派が一貫して主導的にハコモノをつくり、保存  

派が反発する構図となっていたといえる。京都  

の景観問題は、まさに規制緩和の流れに合致し  

て議論を呼んだが、一方で「宝ケ池プリンスホ  

テル」のように建つはずのないところにホテル  

が建ってしまうというような政治的な要素も多  

く存在した。   

もちろん、例えば開発派は歴史遺産について  

何も考えていない訳でない。私たちの調査でも、  

「京都市はデイズニーランドのようなテーマパー  

クを誘致すべきだ。そして旧市街地は町並み保  

存をもっとしっかりすべきだ」といったような  

意見は複数聞かれた。つまり「保存か開発か」と  

いう選択ではなく、本心は「保存も開発も」し  

たいのである。だからこそジレンマなのである。  

こういう状態が個々人の心情から行政の政策ま  
で広がっているといえる。   

再び観光問題に目を向けてみよう。観光も、  

やはり歴史都市と現代都市の要素に分けること  
ができる。歴史都市を見ることは、寺社や町並  

みなどを見る従来の観光である。現代都市を見  

ることは、繁華街での買い物やコンサート、  

サッカ∵の試合を見ることなどである。この二  

つの要素は対立していない。例えば修学旅行生  

は、寺社見物をすると同時に繁華街に繰り出し  

て買い物をする。新京極商店街では、土産物を  

買うより自分のための古着を買ったりする比率  
が高まっているという。同じ場所に二つの要素  

があることで、お互いに支え合って高めあって  

いると言えるかもしれない。   

しかしやはり観光政策を決定しようとすれば、  

そこで京都のジレンマが出てくるのである。政  

策を決めるということは何らかの方向性・軸足  

を決めるということであり、決して「保存も開  

発も」といった形にはならない。それを決めた  

瞬間に、歴史都市と現代都市は対立したものと  

して浮かび上がってくるのである。1997年度に  

は京都市観光振興基本計画が策定される。すで  

に基本構想は出ているのだが、改めて論議を呼  

ぶことは間違いのないことであろう。   

ちなみに集客という点においても、歴史都市  

要素と琴代都市要素の力関係は明白であるい集  
客パワーという点において、前者は根源的な力  

がなく、後者にそれがあるのである。例えば東  

京にはアピールしなくても自然と人が集まって  

くる。巨大都市には、情報があり、ビジネスチャ  

ンスがあり、人がいる。その力の源泉は「変化」  

であろう。常に新しいものを求めて変化してゆ  

く、それが都市の魅力なのだとも言える。具体  

的にいえばインフラストラクチャーや設備など  

に対する資本の再投資力だといえる。現在の東  

京には「江戸らしい」ものはほとんどない。も  

ちろん関東大震災と東京大空襲で焼き尽くされ  
たというのもあるが、常に巨大都市としての  

「力」をもっていたからであろう。一方京都もか  

っては力をもっていた。それは恐らく江戸時代  

までであろう。人々が京都を訪れて「京都らし  

い」と思う風景と、その人々が一方で描いてい  

る平安京のイメージは全く兼離したものである。  

京都には平安京らしいものは何もない。少なく  

とも応仁の乱以前の建物は存在しないし、町並  

みに戊辰戦争以前の風景を見つけることすら難  
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しい。寺社も多くは江戸時代のものである。京  

都も江戸時代までは積極的に変化し続けていた。  

確かに明治以降の京都はベンチャービジネスの  

開柘など伝統産業に基づいた先端産業によって  

現代工業都市であるという側面を維持してきた。  

しかし日本全体での相対的地位は下落してきた  
といえるだろう。   

一方、「古都」には集客における根源的な力は  

存在しない。宣伝を積極的に行ったり、イメー  

ジが先行しなければ人が訪れることはない。現  

代の観光ブーム（「DISCOVERJAPAN」以来の）  

は結局鉄道会社や旅行会社によって作られたも  
のだとも言ってよい。そこでは変化は望まれな  

い。古都の要素のみを取り上げれば、力がない  

から（力がない代わりに）変化が起こらないの  

である。   

つまり観光も、町並みや他の業種と同じよう  

に、「変化」を巡っての対立の要素をもつ訳であ  

る。なすがままにすると共存しているようでも、  

政策として明文化しようとするとこの間題に避  
けて通ることはできないだろう。  

［3］すれちがう考え   

では観光政策を決める際には何を指針とすれ  
ばいいのだろうか。もちろん京都市の政策は京  

都市の住民の意向を基本にして考える必要があ  

る。しかし観光という外部からの受け入れの問  

題だけに、観光客の意見も無視することができ  

ない。そこで私たちは、観光客が京都に求めて  

いるもの、市民や観光産業が京都の観光につい  

て考えていること、行政の観光政策の三つが一  

致しているのかを目的として調査を行った。Ⅱ、  

Ⅲ章で触れたとおり、観光客に関しては、高山  

観光客に対する京都に関するアンケート、高山  

市民に対する京都に関するアンケート、京都閥  

光客に対するアンケートを行っている。また京  

都市民に対してもアンケートを、観光産業と京  

都市にはヒアリングを行った。   

京都以外から来た人は、おおむね京都に歴史  

的な町並みや伝統的な文化を期待している。ア  

ンケートが京都に関して開いたものであり、京  

都にファッション性をわざわざ求める人はいな  
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いであろうから、この結果はある程度当然のも  

のである。しかし高山で調査したときの「京都  

に行ってみたいですか」という質問に対する  

「はい」という回答率、「まとまった旅行資金が  

あれば日本と海外、どちらに行きたいですか」  

という質問に対する「日本」という回答率を見  

ても（これは多くは北海道、沖縄、長崎である  

が）、京都に対する一種のあこがれもくみ取るこ  

とができる。これらの傾向は若年層でも大きな  

変化はない。若者が京都から完全に離れてし  

まった訳ではないことが分かる。現段階では京  

都の魅力が、その歴史的風景にあることは明白  
であろう。つまり新しいものを追い求めるばか  

りに現在の観光を蔑ろにすれば、かえって観光  

客の期待に沿えない街になる可能性があること  

はⅢ章でも指摘した‖しかしそこでも若者観光  

客の離反とあこがれには京都という街の娯楽性  

のなさ、JR東海の「そうだ、京都行こう」キャ  

ンペーンの力があるということも考慮に入れて  

おく必要があるだろうハ   

ー方、京都市民の観光に対する考えも再度見  

てみよう。「京都はどういう都市か」という質問  

に射し、「観光都市」が81．1％で高山市ほどでは  

ないものの極めて高い比率となっている。さら  

に85．3％が景観保存は必要と回答し、6割が景  

観の破壊を憂いている。また6割が、他の産業  

より観光産業にもっと力を入れるべき、テーマ  

パークは不必要と考えている。これらは私たち  

が考えていた以上に高い数字であり、観光への  

強い理解を示している。とはいえ、既にⅢ章で  

指摘しておいたように景観の基準は経じてばら  

ばらであり、また観光公害に困っている人が多  

く、マイカー漫制を強くすべきと考えている人  

の多さを見ても、総論賛成だが各論では統一し  

た意思までは取れていないようである。結論と  

して、観光客と地元住民は観光公害という対立  

の要素を持つにもかかわらず、大きく考え方が  

違うという訳ではないということが言えるだろ  

う。むしろ地元住民は、これ以上の観光開発は  

かえって地域破壊をもたらす可能性もあり、現  

状程度の観光客が街を繁栄させ、かつ住民生活  

に悪影響を及ぼす可能性も少ないと考えている   



ようである。   

このように観光客も地元住民も京都の観光に  

大いに理解を示していると言えるが、全体とし  

てはやはり観光客数は減っていると言えるだろ  

う。この事愚が行政や観光産業にとっては芳し  

くないものとなっている。そ・こで議論される観  

光客誘致の対策として、今まで弱かった時間帯  

（夜）、季節（冬・夏）、タイプ（参加・体験型）  

を強化しようという考えが生まれる。これらの  

努力は確かに行っていると言える。夜はライト  

アップ支援やイベントの開催、オフシーズンは  

特別拝観や「京の冬の族」「京の夏の旅」、参加・  

体験型は京都勧業館（みやこメッセ）の改築や  

食文化プラザ構想である。しかしこれらは観光  

客増加の決定的要因にはならない。そこでやは  

り産業界を中心に、弱かった場所（市南部）を  

開発しようという意見が生じてくる訳である。  

文化遺産の少ない南部で工業も発展させ、若者  

向けの集客施設をつくろうという考えである。  

この南部開発論はおおむね北部保存論とともに  

展開される。これが必ずしも賛成を得ていない  

ことは前述したとおりである。むしろ都市とし  

て正常なのは、賛否はともかく「北部も開発」論  

であろう。行政は今までの伝統的な町並みは残  

しつつ、スポットを開発して行くのが方針であ  

ると言える。京都市観光基本構想では、まちづ  

くりと一体の観光を目指している。これは住民  

にとっても観光客にとっても評価し得るものを  

指しており、地域を破壊しない観光開発と言え  

るだろう。現実にこれが進められているかは疑  

問だが、将来の開発姿勢として評価できるもの  

である。   

産業界ほどではないものの行政は、魅力の発  

掘と開拓という形で開発志向とは言えるだろう。  

これが町並みを積極的でないにしろ、なし崩し  

的に破壊してしまい、全国の街と均質な風景を  

生み出してしまう恐れがあることは留意してお  

く必要がある。結局、観光客と市民、行政は決  

定的な対立要因はもっていない。しかしそれぞ  

れの立場と認識から生じる微妙な違いが、高山  

市で見られたような全体としてのハーモニーを  

生み出していないように感じられる。  

［4］何を変えてゆくのか   

以上を踏まえたうえで、京都の観光のために  

何を変えていったらいいのか、やはり観光と切  

り離して考えることのできない景観・開発問題  

と、観光客の不満が特に高い交通問題に絞って  

言及してゆくことにする。   

まず先ほどの「南部開発・北部保存論」につ  

いて述べよう。これは既に述べたように、「開発  

も保存も」と望む気持ちから生じる苦肉の策の  

色合いが強い。しかしこれは都市政策上も観光  

政策上も好ましいとは言えない。工業開発はと  

もかくとして、仮に南部にテーマパークを建て  

たとしよう。しかしそれによって地元経済が潤  

うだろうか。東京ディズニーランドの周辺はお  

世辞にも繁栄しているとは言いがたい。テーマ  

パークは“ゲーム”であって、そこから出れば  

訪問者にとって架空の都市は終了するのである。  

そのために京都を訪れる観光客が増えてもどれ  

だけのメリットがあるか不明である。さらに北  

部を保存することによって、北部もテーマパー  

ク化させてしまうことが充分に考えられる。南  

部が未来型のテーマパークとすれば、北部が歴  

史型のテーマパークである。しかし、都市の原  

動力は変化であると述べたとおり、完全保存を  

目指せば結果的に経済機能や生活機能を初めと  

した都市の停滞をもたらす結果になるだろう。  

テーマパークには人は住むことができない。本  

章の冒頭で観光政策審議会の観光の定義を引用  

したカ予、観光とは「非日常」なのであって、日  

常の生活周・経済活動圏とは相いれないもので  

あると言える。その最たるものがテーマパーク  

であると言えるだろう。こういった点で、観光  

J・い■ 政策上での南部開発論は陸路に陥る可能性が高  

い   
では京都の町並みはどうあるべきだろうか。  

文化財や町並みは国民全体の遺産ということは  

できる。しかしその内町並みに関しては、観光  

客のためではなく、その市民が決めるべきこと  

であろう。京都市では1997年までに小学校を18  

校統廃合したが、それらはアートセンターとし  

たり、新しい観光拠点とする案も多いようであ  

る。しかしそういう場は観光開発とするのでは  
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なく、むしろ地域活性化のため、地域産業の凍  

興のために使用した方が適切ではないだろうか。  

その上で、町並みに関してはある程度の保存を  

して行く方向でいくことが、市民にとっても観  

光客にとってもそのニーズに応えられている内  

容であるように感じられる。   

基本的に開発と保存は矛盾している。開発と  

環境であるならば、環境技術を起爆剤として開  

発を進める新資本主義という考えも生まれてい  

るが、開発と保存にはどちらかの概念を転換し  

ない限りそういう関係は生じえない。将に日本  

のように伝統的建築技術と近代的建築技術に断  

層がある場合は難しいと言えるだろう。保存修  

景計画という考えでは、町並みを調査、再評価  

し、地域にあった計画を立てるという。その結  

果、「集積する文化遺産は地域の特殊性を強調  

し、過去と現在の融和をはかり、魅力ある生活  

空間を生み出す積極的なプラスの要素とみなさ  

れるのである。こうして開発と保存を矛盾し対  

立しあうものとしてとらえる旧来の通念は否定  

されることになる」3）そうである。確かに聞こ  

えはいいが、実際にはこのようにうまく行くと  

考えるのは楽観的すぎるであろう。しかもこの  

保存修景計画だけでは産業政策的な面が不明確  

であると感じざるを得ない。地域の建築物や文  

化財のことは考えられているが、地域の住民の  

経済生活という視点に乏しいのがこれらの欠点  

だと言える。   

市民と観光客がかかわる部分で、もう一つ重  

要な課題に上がっているのが交通問題である。  

私たちのアンケートでも観光客が京都に関して  

不満と答えたほとんどが、交通問題・駐車場問  

題であった。また住民アンケートでもマイカー  

規制の強化に賛成する意見が少なからずある。  

さらに1991年に京都市が市政モニターに対して  

行ったアンケーい）でも、観光客の受け入れ体  

制が整っていないと答えた76％のうち、86％が  

「交通機関が十分でない」と回答している。また  

近年は観光シーズンに夜間のライトアップを行  

うこともあって、道路の渋滞する時間がさらに  

終日化しているという（F朝日新聞』京都版1996  

年11月25日付）。この現象は市民生活にも経済   

」つ  

活動にも多大な悪影響を与えるという点で非常  

に深刻である。これに対して、「駐車場の整備」  

「マイカー競制」「交通機関の整備」が市の主た  

る政策となっている。また昨年の日本銀行京都  

支店のレポートでは、道路・駐車場などインフ  

ラ整備の遅れを問題点としてあげている。   

確かに駐車場の不足は指摘されて当然ともい  

え、この増設にはほぼ異論がないように思える。  

しかし道路については、歴史的経緯や他都市を  

見るまでもなく、拡充すればそれだけ車が入り  

込み渋滞が発生するというイタチごっこになっ  

ていることは見据える必要があるだろう。現在  

金沢市では郊外に駐車場を設けて市内までバス  

を運行するというパークアンドライドシステム  

を導入している。京都市にもこれを導入すべき  

という意見もあるが、市によれば京都市ほどの  

大規模都市になればかなり難しいということで  

ある。だがマイカー観光拒否宣言（1973年）な  

ども全く功を奏していないところをみると、抜  

本的な交通体系の改革の着手もやむを得ないと  

ころまで釆ているように思える。成功するかど  

うかは分からないが、名神高速道路や国道1号  

線を中心にしてパークアンドライドシステムを  

試験的に導入してみてはどうだろうか。また思  

い切って市の中心部から一般車ないしは他府県  

ナンバー車を締め出してしまうという手段もあ  

り得るい現在は京都では「バスも使えない」と  

いう評判が一般である。だからわざわざマイ  

カーを捨ててまで公共交通機関に乗ろうとはし  

ない。しかし道路がすいてバスが使えるように  

なり、かつ「京都はマイか一では行けない」と  

認識されれば、充分に公共交通機関に移る可能  

性はある。またパスの一日乗車券などを安めに  

ずる一方、駐車場は高めに設定してしまうのが  

妥当ではないか。   

COP3を誘致した京都市は、観光都市であ  

る前に「環境都市」であることを迫られるであ  

ろう。二酸化炭素を大量に排出し、公害の元で  

もある自動車を制限することは環境への負荷を  

減らすことにつながる。また巨大観光都市であ  

る京都で成功すれば、他都市も追随するであろ  

う。この会議はある意味チャンスである。これ   



このように考えれば観光問題も最終的には市  

民の問題に帰結するのである。市民がそれぞれ  

の町並みに関して自治を行えるのであれば、恐  

らく自分たちが生き生きとする発展と、誇りに  

思っている文化遺産の保存の調和は自然と見い  

だせるようになるだろう。むしろそのような市  

民それぞれの無関心や、あるいは自己決定の妨  

げが、京都にとって問題になっていると言える  

かもしれない。後者について言えば、町並みと  

は何の関係もなく次々とマンションを建ててし  

まう建築業者（これは今神戸でも非常に深刻な  

問題となっている）、さらiこ東京や大阪の資本で  

あって京都は単なる支店であるという企業が建  

てるホテルなどの観光施設はその典型である。  

それらが「開発の論理」に走りだせば、いくら  

持続可能な開発を考えていても「保存の論理」  

を主張せざるを得ないという不毛の事態に陥っ  

てしまう。それだけでなく、開発のみで走って  

しまうということは、都市の個性を奮ってしま  

い、魅力の平坦化、あるいは東京化が生じる結  

果になる。それは観光都市としての衰退の現れ  

になるだろう。小京都に行く人はいても、ミニ  

東京に行こうと考える人は限られているのであ  

る。文化財は残るにしても、現在の「拠点観光」  

がますます進む結果になりかねない。拠点観光  

化は、まちづくりにせよ道路の問題にせ．よ何ひ  

とつ解決することなく、むしろ悪化させる要因  

である。   

先ほど私たちは、京都市の「まちづくりと一体  

となった観光」という政策を評価すると述べた。  

しかしさらに言うなれば、“まちづくりから始め  

る観光“という概念が必要になってくるだろう。  

「観光客を寄せる政策」より「観光客が寄ってく  

る街」が観光都市の在り方である。そのために  

は、地域経済を活性化する道が、長期的に観光都  

市であり続ける道であると言えるのである。  

1）F京都市観光調査年報』より。   

2）F第4次京都観光基本調査報告書』。   

3）西川幸治F都市の思想』1994、下巻57頁。   

4）第2匝【市政モニター報告書F京都の観光  

について』。  
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を機に大きな政策転換を期待したい。  

［5］これからの観光   

人が集まってくるのは都市にとっていいこと  

である。活気があふれるようになって、それが  

また人を呼ぶ。だから日本の都市はどこでも観  

光客を増やすありとあらゆる政策を取ってきた。  

しかし観光客が増えれば当然、観光公害も発生  

する。それでも行政は増えることを重視する。  

姫路城は世界遺産に登録されて以来登城者がか  

なり増えて遺産として懸念されるくらいにもか  

かわらず、姫路市はその数字を誇らしげに語っ  

ているという。しかし観光客がどこまでも増え  

るのはいいことであろうか。京都市は4．000万人  

再突破を目指しているが、その利益はどれほど  

のものだろうか。その数字は悪影響を無視した  

ものではないか、という懸念も生じてくる。こ  

れからは、ただ規模の拡大を目指すのではなく、  

適正な規模（あるいは限界）を試算してそれを  

越えないようにすることも政策的に重要になっ  

てくるであろう。無理な供給は結局質の低下を  

もたらして、観光客の京都離れを起こさせるこ  

とになりかねない。   

また施設主義も限界があるといえよう。神戸  

市などは行政自らが新しい観光施設を作ること  

によって観光客の増加を目指しているが、それ  

も限界があるのは明白であろう。私たちの調査  

のときでも、複数の観光産業の方々から似たよ  

うな単語を開いた。「楽しい街」「生き生きした  

街」といった表現である。いくら観光客を誘致  

しようとしても、地元が楽しくなさそうにして  

いたら来るはずがない。だから観光客を呼ぶた  

めにも、京都を活気ある街にする必要がある、  

というものである。またこれは神戸に関するコ  

メントであるが、河内厚郎は「ハコばかりつく  

るより、F場』をいかして付加価値を高めていく  

べき時代になった」と言っている（F朝日新聞』  

1996年9月13日付）。これらは実に約を射た発  

言と言えるだろう。こういう意味で、日本銀行  

京都支店のレポートはその分析こそ問題がある  

ように思えるが、観光誘致策の碇案としては一  

つの回答となっているとは言えるだろう。  
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執筆分担（回生、執筆箇所）＆編集後記  

渡田国佑（2回生）はじめに   

最近、日本経済の先行きに対する悲観論が目に付く。それを受けて、経済を活性化させようという  

行革・規制緩和が本格的に進められようとしている。その影響は確努に学生であるわたしたちにも及  

びつつある。就職協定の撤廃や労働力の流動化などにより、厳しい就職状況は好不況にかかわらず、  

構造的なものになっていくだろう。過去20年ほど労働というものを免除される身分で暮らしてきた  

が、国民の義務を果たす日が近づきつつある現在の心境は何とも形容しがたいものがある。  

韓載香（2回生）Ⅰ－1、3  

「最も日本的なものをもって最も世界的になれた」というのが来日する前の日本文化に対する印象  
であった。京都は、最も日本的伝統の生きている都市だと思い、憧れの都市でもあった。伝統の生き  

ている都市というのは、遅れていて住民に拒まれるような都市ではなく、その歴史が伝統が住民の生  

活に調和している所であろう。住民が誇りを持てるような活気のある京都であってほしい。そのよう  

な人々に出会える所であるからこそ、心に残る旅先であろう。  

横田昌樹（2回生）Ⅰ－2   

京都は観光都市であるということは知っていたが、京都に住んでいるにもかかわらず細かい内容に  

ついてはほとんど知らなかった。今回、F京都の観光業の現状』について書いたことによって、少し  

はわかったような気がした。テスト、バイト、遊びなどに忙しかったので、それなりの内容になって  

しまった。しかし、そのほうが私らしいだろうと自分で勝手に納得しております。  

古川拓（2回生）Ⅱ－1   

レポート投出期限を大幅に過ぎての提出でしかも不十分‥・。岡田先生、横田未生さん始め皆さ  

んに迷惑をかけました。合掌・・・  

横田未生（3回生）Ⅰ－2、3   

大学に入って京都に住むようになってはじめて、観光客（特に修学旅行生）が道に溢れて通行の邪  

魔になることもあるのだということを知った。良くも悪くも、沢山の観光客がいるというこの現状を  

今後どのように京都の発展につなげていくのかという問題が今議論されていると言える。調査を進め  

ていくにつれてあちらを立てればこちらが立たず、といった観光に対する認識の対立が明らかになっ  

てきた（開発・規制緩和と保全など）。どちらの側の意見を切り捨てても未来に望まれる観光都市・京  

都は実現しないだろう。現在、京都ではすでに様々な事業が計画、実施されているがそれについての  

議論はまだまだ不十分だと感じた。  

棚橋章（3回生）Ⅱ－1、3   

中学1年生の夏休み、例によって読書感想文の宿題が出た。が、提出しなかった。9月になり、国  

語の先生から再三の催促があったが、書かなかった。そのうち、「碇出しないと、成績を1にする」と  

の脅しがかかったが、やはり無視した。12月、通知表が帰ってきたら、寓語の成績は2だった。あれ  

から10年、原稿の浸出は遅れに遅れたが、一応浸出することができた。これが10年間の私の成長な  

43   



■
■
■
■
■
■
■
t
l
け
 
 

のか、と思うと、う～ん、やっぱり何だか淋しいなあ。  

日高康弘（2回生）Ⅱ－2、3   

一人旅をすると、何処の土地の人もとても親切にしてくれる。そして、そのことがどんな名所に  

行ったことより心に残る。きっと観光地の印象も、どれだけ名所旧跡があるのかより、観光旅行者が  

住民とどのような関わりをもったかで決まるのではないだろうか。新しい観光施設で観光客を呼び込  

むのもいいが、またここに来てみたいと思わせる空気が必要なのだと思う。  

井村啓司（3回生）Ⅳ   

期末試験が終って、自由な時間がふえたので近郊の農村へ散歩によく出掛けます。試験期間中は、  

下宿や図書館にこもりっばなしで体がなまってたので、いい運動になり気持ちいいです。近くの  

ちょっとした山にも登ります。頂上から見下ろす町の景色は格別です。自分の実家の近くばかりです  

が、いつも新しい発見があります。飽きることはありません。こうしてあちこちを歩いてみると、古  

い明日香のような町並みも、少しずつ変っていくのは時代の流れなのかなあと思います。  

三谷素人（3回生）おわりに  

1年前神戸（地元）で運転しているとまたも渋滞にかかった。ふと外を見ると斜めに立っている家  

が。う～む、あれは斜めに立てた家なのか、地震で倒壊した家なのか、と考えていたらクリービング  

現象で追突。そのあと京都に行ったら、頭がボーッとしてくるほどの渋滞。さらに狭い道に入って革  

をへこませた。若葉マーク初々しかったあの頃。それにしても京都（慢性）も神戸（震災）も交通渋  

滞だけは解消してほしい。まあ我が愛するチャリは走りやすいのだけど…α  
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